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これからの安全教育と編集方針

１　教職免許法の改正による安全教育の必修化

平成 20 年 6 月に ｢学校保健法等の一部を改正する法
律｣ が公布され， 従来の学校保健に加えて学校安全の充実
を図った「学校保健安全法」が平成 21 年４月１日から施
行されています｡

この法改正の背景には， 児童生徒等が被害者や，ときに
は加害者となるような事件，事故，災害等の発生の増加な
ど，児童生徒等の安全を取り巻く実態や環境の変化に対応
するとともに，学校安全に関わる学校の設置者並びに国及
び地方公共団体の責務を明確化して学校安全の一層の充実
を図る必要性を求める社会的な要請の高まりがありまし
た。そのため，改正された学校保健安全法の第 3 条 2 項
には，「国は，各学校における安全に係る取組を総合的か
つ効果的に推進するため，学校安全の推進に関する計画の
策定その他所要の措置を講ずるものとする」と，「学校安
全の推進に関する計画」を策定する国の責務が明記されま
した。この条項により，国は大阪教育大学附属池田小学校
事件や東日本大震災をはじめとする自然災害の教訓なども
踏まえ，各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果
的に進めるため，生活安全，災害安全，交通安全を強化す
る観点から，国が取り組むべき安全に関する教育の充実や，
地域社会，家庭との連携を図った学校安全の推進などの具
体的方策を取りまとめた「学校安全の推進に関する計画」
が平成 24 年 4 月に策定されました。この計画の中で，「国
は，教員養成段階にある学生への学校安全に関する教育に
ついて，各大学の自主性を踏まえつつ，教員養成課程で学
ぶことが必要な内容を整理するとともに，学校安全に関連
する講義の開設や教育実習での学校安全に係る業務の実施
など積極的な取組がなされるよう促す」と教員養成課程に
おける学校安全の取扱いの充実について提言がなされまし
た。

その後，平成 27 年 12 月に中央教育審議会から「これ
からの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」が
答申され，その中に示された教職課程の見直しのイメージ
に基づいて，教育職員免許法施行規則の一部が改正され，
「教育の基礎的理解に関する科目」に含めることが必要
な事項として，「ハ　教育に関する社会的，制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含
む。）」と規定されたことで，教職課程における学校安全の
内容の必修化が図られることとなりました。

さらに，平成 29 年 3 月に閣議決定された「第 2 次学校
安全の推進に関する計画」でも，前述した中央教育審議会
答申を受け，「教職課程に学校安全への対応に関する内容
を含めることが提言されているところであり，今後実施さ
れる制度改正を踏まえつつ，採用後の教員に求められる資
質・能力を念頭に置きながら，各大学は，教職課程におけ
る学校安全の取扱いの充実が求められる」と明記され，教

職課程における学校安全に関わる講義内容の充実が図られ
ているところです。

このように，国の施策として充実が進められている学校
安全について，安全教育の推進に関わる取組をみると，平
成 13 年 11 月に，学校における安全教育，安全管理，組
織活動の各内容を網羅して解説した総合的な資料として，
「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」
が文部科学省から発刊されました。その後，前述した学
校保健法の改正や平成 20 年の学習指導要領の改訂を踏ま
えて平成 22 年 3 月に内容項目の改訂が行われました。さ
らに前述した「第 2 次学校安全の推進に関する計画」で，
「国は，安全教育に関する各種参考資料の作成等に当たっ
て，学校安全に関する変化や新たな状況などの現代的課題
を踏まえる必要がある」と明記されたことを受け，スマー
トフォンやＳＮＳの普及など児童生徒等を取り巻く環境の
変化や学校を標的とした新たな危機事象の発生など，児童
生徒等を取り巻く安全に関する社会的な状況が変化してき
ていることや，「学校事故対応に関する指針」（平成 28 年
3 月）の策定や平成 29 年の学習指導要領の改訂などを踏
まえ，平成 31 年 3 月に改訂 2 版が発刊されました。

ところで，この「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ
学校での安全教育」の表題に示されている「生きる力」とは，
「変化が激しく，新しい未知の課題に試行錯誤しながらも
対応することが求められる複雑で難しい次代を担う子供た
ちにとって，将来の職業や生活を見通して，社会において
自立的に生きるために必要とされる力」と説明されていま
す。そのため，今回刊行された小学校安全副読本「みんな
の安全」では，「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ学
校での安全教育」改訂 2 版に示されているように，「生き
る力」の育成を通じて，児童がいかなる状況下でも自らの
命を守り抜き，安全で安心な生活や社会を実現するために
主体的に行動する態度を育成することを支援する安全教育
が，各学校において効果的に展開されることを支援するた
めの副読本として編集されています。

２　安全教育の位置付け

学校安全の活動は，児童生徒等が自らの行動や外部環境
に存在するさまざまな危険を制御して，自ら安全に行動し
たり，他の人や社会の安全のために貢献したりできるよう
にすることを目指す安全教育と，児童生徒等を取り巻く環
境を安全に整えることを目指す安全管理，そして両者の活
動を円滑に進めるための組織活動という三つの主要な活動
から構成されている。安全教育と安全管理は学校安全の両
輪とされ，相互に関連付けて組織的に行う必要がある。例
えば，児童生徒等が危険な状況を知らせたり，安全マップ
づくりのような簡単な安全点検に関わる体験活動に取り組
んだりすることは，安全管理の取組の充実につながるだけ

藤田大輔（大阪教育大学教授／大阪教育大学学校安全推進センター長）
木宮敬信（常葉大学教授）
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でなく，安全教育の観点からも効果的であるとされる。
学校における安全教育は，主に学校教育法等に基づき，

各学校で教育課程を編成する際の基準として定める学習指
導要領等を踏まえ，地域や学校の実態に応じて，学校の教
育活動全体を通じて実施される。なお，学校安全の推進に
関する施策の方向性と具体的な方策は，おおむね 5 年ご
とに閣議決定される「学校安全の推進に関する計画」に定
められており，これらを踏まえて学校安全の取組を進めて
いく必要がある。
「小学校学習指導要領」の総則では，安全教育に関して，

以下の通り規定している。

〇安全に関する指導については，体育科，家庭科及び
特別活動の時間はもとより，各教科，道徳科，外国
語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれ
ぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。

〇それらの指導を通じて，家庭や地域社会との連携を
図りながら，日常生活において適切な体育・健康に
関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全
で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配
慮すること。

〇教育課程の編成及び実施に当たっては，…学校安全
計画…など，各分野における学校の全体計画等と関
連付けながら，効果的な指導が行われるように留意
するものとする。

つまり，各学校においては，安全に関する指導について，
各教科において指導すべき内容を整理して，学校安全計画
に位置付けることにより，系統的・体系的な安全教育を計
画的に実施することとなる。

■学校教育の目標
安全教育では，日常生活全般における安全確保のために

必要な事項を実践的に理解し，自他の生命尊重を基盤とし
て，生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに，
進んで安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるよう，
安全に関する以下のような資質・能力を育成することを目
標としている。

〈知識・技能〉
さまざまな自然災害や事件・事故等の危険性，安全

で安心な社会づくりの意義を理解し，安全な生活を実
現するために必要な知識や技能を身に付けていること。

〈思考力・判断力・表現力等〉
自らの安全の状況を適切に評価するとともに，必要

な情報を収集し，安全な生活を実現するために何が必
要かを考え，適切に意思決定し，行動するために必要
な力を身に付けていること。

〈学びに向かう力・人間性等〉
安全に関するさまざまな課題に関心をもち，主体的

に自他の安全な生活を実現しようとしたり，安全で安
心な社会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に

付けていること。

各学校においては，これを踏まえ，児童生徒等や学校，
地域の実態及び児童生徒等の発達の段階を考慮して学校の
特色を生かした目標や指導の重点を計画し，教育課程を編
成・実施していくことが重要である。その中で，日常生活
において，危険な状況を適切に判断し，回避するために最
善を尽くそうとする「主体的に行動する態度」を育成する
とともに，危険に際して自らの命を守り抜くための「自助」，
自らが進んで安全で安心な社会づくりに参加し，貢献でき
る力を身に付けるための「共助，公助」の視点からの安全
教育を推進することが重要である。

■安全教育の内容
安全教育の内容は，生活安全，交通安全，災害安全の各

領域について整理される。生活安全では，日常生活で起こ
る事件・事故の内容や発生原因，結果と安全確保の方法に
ついて理解し，安全に行動ができるようにすることが重要
である。具体的には，安全な登下校の仕方，犯罪に対する
行動の仕方，犯罪被害の防止，インターネット利用による
犯罪被害の防止と適切な利用の仕方などが含まれる。

交通安全では，さまざまな交通場面における危険につい
て理解し，安全な歩行，自転車・二輪車等の利用ができる
ようにすることが重要である。具体的には，安全な道路の
歩行や横断の仕方，交通機関利用時の安全な行動，自転車
の正しい乗り方，交通法規の正しい理解と遵守などが含ま
れる。

災害安全では，さまざまな災害発生時における危険につ
いて理解し，正しい備えと適切な判断ができるようにする
ことが重要である。具体的には，地震・津波や火災，風水
（雪）害，落雷等の危険の理解と安全な行動の仕方，避難
場所の役割や地域防災活動の理解や積極的な参加，災害時
の心のケア，災害情報の活用や備えについての理解などが
含まれる。

■教育課程における安全教育
学校における安全教育は，児童生徒等が安全に関する資

質・能力を教科等横断的な視点で確実に育むことができる
よう，自助，共助，公助の視点を適切に取り入れながら，
地域の特性や児童生徒等の実情に応じて，各教科等の安全
に関する内容のつながりを整理し教育課程を編成すること
が重要である。具体的には，各教科において年間を通じて
指導すべき内容を整理して，学校安全計画に位置付けるこ
とにより，系統的・体系的な安全教育を計画的に実施する
ことが求められる。その際，家庭や地域社会との連携及び
校種間の連携にも配慮することが重要である。また，児童
生徒等の意識の変容などの教育課程の実施状況に関する各
種データの把握・分析を通じて，安全教育に関する取組状
況を把握・検証し，その結果を教育課程の改善につなげて
いくなど，カリキュラムマネジメントの確立を通じて地域
の特性や児童生徒等の実情に応じた安全教育を推進するこ
とが求められる。
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■安全教育の進め方
安全教育を効果的に進めるためには，危険予測の演習，

視聴覚教材や資料の活用，地域や校内の安全マップづくり，
学外の専門家による指導，避難訓練や応急手当のような実
習，誘拐や傷害などの犯罪から身を守るためのロールプレ
イングの導入など，さまざまな手法を適宜取り入れ，児童
生徒等が安全上の課題について，自ら考え主体的な行動に
つながるような工夫が必要である。授業においてはさまざ
まな危機事象についての知識学習が基本となるものの，学
んだ知識を有効なものとするために，実践的・体験的な学
習が不可欠である。

各教科における指導については，前述したカリキュラ
ム・マネジメントの視点が重要となる。特に，さまざまな
自然災害の発生や，情報化やグローバル化等の社会の変化
に伴い児童生徒等を取り巻く安全に関する環境も変化して
いることから，身の回りの生活の安全，交通安全，防災に
関する指導や，情報技術の進展に伴う新たな事件・事故防
止，国民保護等の非常時の対応等の，新たな安全上の課題
に関する指導を一層重視し，安全に関する情報を正しく判
断し，安全のための行動に結び付けられるようにすること
が重要であるとしている。

■各教科などとの連携や計画的な指導
小学校学習指導要領の第１章総則の「第１　小学校教育

の基本と教育課程の役割」の ⑶ において，「安全に関す
る指導」は，「体育科，家庭科及び特別活動の時間はもと
より，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時
間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう
努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社
会との連携を図りながら，日常生活において適切な体育・
健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全
で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮する
こと。」と明記され，小学校の各教科との連携を図りなが
ら家庭や地域とも連携した「安全に関する指導」を実践す
ることが求められている。

また同じ総則の「第２　教育課程の編成」の「２　教科
等横断的な視点に立った資質・能力の育成」では，「⑵ 各
学校においては，児童や学校，地域の実態及び児童の発達
の段階を考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて
次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応
して求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成
していくことができるよう，各学校の特色を生かした教育
課程の編成を図るものとする。」と，「安全に関する指導」
に関わって，次代の安心で安全な社会を担う人材を育成す
るという観点を基盤とする教科横断的な視点で教育課程を
編成することが求められている。

そこでまず，小学校学習指導要領の体育科保健領域の内
容を見ると，第５学年で「けがの防止」について，「交通
事故や身の回りの生活の危険が原因となるけがの防止」と
「けがの手当」を学習することが規定されている。特に「交
通事故，水の事故，学校生活の事故や，犯罪被害の防止」
を目的として，子どもたちに安全な環境の構築を考え実践

する能力が育成されるよう指導することの必要性が明記さ
れている。また「けがの手当」としては，「速やかな処置」
と「近くの大人に知らせること」が大切であることや，「自
らできる簡単な手当」として応急処置能力の育成について
具体的に指導するとともに，「危険の予測や回避」ができ
る能力の育成を目的とした学習活動の展開が明記されてい
るところである。

一方，学習指導要領の他の教科における「安全に関する
指導」に関わる内容の取扱いを教科・学年ごとに見ると，
まず第１学年及び第２学年の「生活科」で「学校の施設の
様子や学校生活を支えている人々や友達，通学路の様子や
その安全を守っている人々などについて考える」ことがで
き，楽しく安心して遊びや生活をしたり，安全な登下校が
できるように指導することとされている。

また「社会科」では，第３学年で「身近な地域の安全を
守るための諸活動」について，消防署や警察署などの関係
機関が地域の安全を守っていることや，相互に連携して緊
急時に対処する体制をとっていること，関係機関が地域の
人々と協力して火災や事故などの防止に努めていることを
理解させることが求められている。さらに第４学年で，「自
然災害から地域の安全を守るための諸活動」について理解
させるとともに，「地域の関係機関や人々が，自然災害に
対し様々な協力をして対処してきたことや，今後想定され
る災害に対して様々な備えをしていることを理解させるこ
と」が求められている。特に「地震災害，津波災害，風水
害，火山災害，雪害などの中から過去に県内で発生したも
のを選択して取り上げ，県庁や市役所の働き，防災情報の
発信，避難体制の確保などの働き，自衛隊など国の機関と
の関わりを取り上げること」が求められている。また第５
学年でも，「自然災害は国土の自然条件などと関連して発
生していることや，自然災害から国土を保全し国民生活を
守るために国や県などが様々な対策や事業を進めているこ
と」を学習させることが求められている。

次に「理科」では，第５学年で「台風の進路による天気
の変化や台風と降雨との関係及びそれに伴う自然災害につ
いても触れる」よう求められている。また第６学年では土
地の変化として「火山の噴火や地震」を取り上げ，自然災
害について触れることとされている。

さらに「家庭科」では，「健康・快適・安全で豊かな食生活，
衣生活，住生活に向けて考え，工夫する活動」の中で，調
理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い，及び加熱
用調理器具の安全な取扱い，手縫いやミシン縫いにおける
用具の安全な取扱いについて指導することが求められてい
る。

また特別の教科の「道徳」では，「節度，節制」の領域
として，第１学年及び第２学年で「健康や安全に気を付け，
物や金銭を大切にし，身の回りを整え，わがままをしない
で，規則正しい生活をすること。」，第３学年及び第４学年
で「自分でできることは自分でやり，安全に気を付け，よ
く考えて行動し，節度のある生活をすること。」，そして第
５学年及び第６学年で「安全に気を付けることや，生活習
慣の大切さについて理解し，自分の生活を見直し，節度を
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守り節制に心掛けること。」を学習することと規定されて
いる。

最後に「特別活動」では，〔学級活動〕として「⑵ ウ　
心身ともに健康で安全な生活態度の形成　現在及び生涯に
わたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，
災害等から身を守り安全に行動すること。」が，〔学校行事〕
の「⑶ 健康安全・体育的行事」として，地震・火災・不
審者侵入時等の各種の避難訓練を通じて，「心身の健全な
発達や健康の保持増進，事件や事故，災害等から身を守る
安全な行動や規律ある集団行動の体得，運動に親しむ態度
の育成，責任感や連帯感の涵養，体力の向上などに資する
ようにすること。」が求められている。

以上述べてきたように，学習指導要領では小学校におけ
る「安全に関する指導」について，年間計画の中で各教科
や特別活動の時間を通じて，教科横断的かつ学年間での関
連に配慮しつつ，体系的な指導が展開されるよう工夫され
る必要があると示されているところである。

■指導上の留意点
安全教育の到達目標は，児童が自ら判断し安全な行動を

とることができる力を身に付けさせることである。自ら判
断するためには，身の回りのさまざまな危険や，それぞれ
の予防，対処方法を知ることが必要であり，発達段階に応
じた知識学習は，その基礎となる部分である。しかしな
がら，知識学習だけで自らの行動を変容することは難しく，
応用的な学習が必要となる。知識を活用するための応用学
習としては，実践的（体験的）な学びが効果的である。ま
た，安全に対する意識を高め，自ら学んだ知識を活用しよ
う態度を養うことも重要である。つまり，安全に「行動」
させるためには，知識学習と実践的（体験的）学習を並行
して行うことや，安全に対する意識を高める工夫が必要と
言える。

特に，危機場面において迅速に行動するためには，実践
的（体験的）な学びを繰り返し行うことが必要である。例
えば，避難訓練について考えてみると，知識学習としては，
避難の約束（おかしも，おはしもなど）や，地震の初動と
して机の下に潜り机の脚を押さえること，教室外であって
も何らかの方法で頭を守ることなどを学ぶことである。し
かし，実際の危機場面では，知識学習だけで行動できると
は限らない。避難訓練で実際に机の下に潜るなどの行動を
繰り返し何回も行うことで，いざという時に自然と行動で
きるようになるのである。また，こうした安全学習の評価
については，知識の定着度を評価するだけでなく，実際に
行動できているか，また行動が変容したかといった視点で
評価することが大切である。

■発達段階による配慮
低学年児童に対しては，より細かな配慮も必要となる。

例えば，横断歩道を渡る際，「左右を確認しましょう」と
教えるのは知識学習の第一歩である。しかし，実際の横断
場面では，「左右の何を確認するのか」「どこで確認するの
か」といったことが重要になる。車が来るか来ないかを

確認するだけでなく，車の脇をすり抜けてくるバイク，歩
道を走ってくる自転車，路地から曲がって出てくる車など，
さまざまな状況が考えられる。しかも，こうした場面は横
断する場所によってすべて異なっている。つまり，知識や
経験を一般化し難い低学年児童に対しては，この場所を渡
るときは，ここでこれを見るといった具体的な教え方をす
ることが効果的と言える。

高学年児童に対しては，知識学習に加えて，安全意識を
高める工夫が必要である。発達段階が上がると，知識があっ
ても行動が伴わないケースが多く見られる。中には，好奇
心や冒険心から，あえて危険な行為を選択するような場面
もある。安全意識を高めるためには，継続的な学習機会の
提供に加え，なぜ安全な生活を送らなくてはいけないのか
といった動機付けを行う必要がある。そのための例として
は，被災者や被害者についての学習や社会の中での自分の
役割などについて学ぶことが効果的と言える。

３　安全教育副読本「みんなの安全」の使用について

前述したように，安全教育は各教科や行事，日常指導と
連携して行うことが重要である。また，この横断的な指導
を効果的なものとするために，安全教育に特化した副読本
を使用することが推奨される。各教科における安全関連分
野については，文部科学省学校安全資料『「生きる力」を
はぐくむ学校での安全教育』の中で示されているが，それ
ぞれの教科書では，他の教科とどのような関連があるのか
といったカリキュラム・マネジメントの視点や具体的な教
育内容については十分に含まれてはいない。そこで，教科
内容と関連付けながら具体的な教育内容を網羅的に記載し
ている副読本を，授業や日常指導で活用することで，児童
にとってより理解しやすくなるだけでなく，教師にとって
も教えやすくなると考えられる。また，教師の授業準備の
負担が減少することも期待できる。

安全教育副読本「みんなの安全」では，絵図でさまざま
な危険な場面を紹介すると同時に，事故データなども紹介
されている。また，紙面で掲載し切れない詳細な情報や画
像等については，ウェブサイトと連動し必要な情報が円
滑に提供できるよう工夫されている。こうした絵図やデー
タを授業内で使用することで，児童が危機場面を想像しや
すくなる。特に，想像力の乏しく具体的なイメージを持た
せることが難しい低学年児童にとっては，副読本の絵図や
ウェブサイトの映像の活用が非常に効果的となる。

また，副読本は内容が細分化されているため，短い時間
で活用することができる。朝の会や帰りの会といった日々
の指導機会に，地域の情勢等を踏まえながら適宜副読本や
ウェブサイトを活用することで，理解が深まり実践力が高
まることが期待できる。こうした日々の言葉かけや指導に
より授業や行事で学んだ内容を定着化させ，安全意識の低
下を防ぐことが，児童の安全確保に効果的であることは言
うまでもない。

見
本
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みんなの安全　５年　p.10 ～ 11　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

学校でのけがをなくすために
●学習目標：学校での事故の発生状況を理解し，安全に学校生活を送ることができるようにする。
●学習内容：けがの調査から見つけた課題を解決する方法を考え，学校内へ呼びかけるなどの対策を実行する。

❶　学校で起きている事故やけがの原因について考え，
けがの減少・防止に活用できるようにする。
❷　5年保健「けがの防止」の学習と連携して行うこと
もできる。児童書p.８～９のけが調べをもとに考える。
❸　（上段左から順に）急いでいて廊下を走り，教室か
ら出てきた人とぶつかる。階段を走ったり，飛び降り
たりする（転落の危険）。水がこぼれた手洗い場の前
で滑って転倒する。
　（下段左から順に）周りを確認しないで夢中になって
遊んでいる中，人とぶつかる。給食の配膳中にぶつか
る。跳び箱を前の人が跳び終わっていないのに，跳ん
でぶつかりそうになる。
●ワークシートに記入するとよい。
❹　ヒヤリ・ハット体験は，危ないことが起こったが，
事故やけがにはならなかった事象のこと。一つの大き
な事故の前には，29の小さな事故と 300 の事故にな
らなかった事象（ヒヤリ・ハット体験）があるという，
ハインリッヒの法則に基づいた視点である。
❺　学校での事故を防ぐための方策について，事故の原
因から考え，話し合う。
❻　調べ学習での結果を踏まえて，学校内に呼びかける。
４つの例を示しているが，この方法から選択してもよ
いし，自分たちで考えてもよい。
❼　下級生にもわかるようにするには，やさしい言葉で
表現する，漢字にふりがなを振る，絵や写真を交えて
構成する，見やすい高さに掲示するなどの工夫が考え

られる。他教科で学習したことを大いに活用させたい。
内容では，児童書 p. ８～９で考えたりまとめたりし
たことを活用する。ワークシートも活用するとよい。
❽　タブレットやパソコン，カメラ，付箋，模造紙など
を利用して資料を作成してよい。工夫を導き出すため
に，あえて発表方法を限定するという方法も考えられ
る。学習状況に応じて取り組ませる。
❾　校内放送を行うは，いつ，回数，内容などを決めて
行う。

【評価の観点】
・学校では起こるさまざまな事故やけがの原因を押さえ
ている。
・学校で起こる事故やけがの原因を分析し，それらをさ
まざまな方法でまとめたり，学校内に改善策を伝えた
りしている。
・学校での事故やけがを減らすことの大切さを認識して，
学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻ ●❼

●❽

●❾

養護教諭

まとめや発表でICT機器を活
用する。学校への呼びかけは
保健委員会の活動と連携する。

保健（けがの防止）

外での活動が増える時期など

指導・活動の目安
20 ～ 30分

指導の要点・留意点

２

『みんなの安全５年』の内容解説

『みんなの安全５年』の内容解説は，次のように構成されています。
・１見開きごとに１ページにまとめて，見やすく掲載しています。
・児童書紙面の縮刷に番号をふり，内容や要点を解説しています。
・各内容の取り扱いの目安時間や時期，協力・連携する相手や工夫の例，他教科等との関連を見やすく示しています。
・参考として，各教科と同様の評価の観点を示しています。

児童書でのタイトルです。

学習目標及び学習内容を示しています。指導計画
を立てるときに活用できます。

各内容の取り扱い方の例を示しています。

番号ごとに，指導の要点・留意点や事項解説など
を示しています。
各教科と同様に，内容に応じた「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」について，評価の観点の例を示しています。

児童書の縮刷の要点に番号を付しています。

児童書でのページ番号，章のタイトルです。

取り扱いの目安時間を示しています。

望ましい取り扱い時期を示しています。

学校内外で協力や連携を図るとよりよ
い学習・指導ができる人などを示して
います。

よりよい指導のための工夫，準備など
の工夫の例を示しています。

他教科などとの関連を示しています。

内容解説の見方

いつ

かん
れん

協力

工夫

見
本
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みんなの安全　５年　もくじ〜p.1　　

いつ

かん
れん

協力

工夫

もくじ ／ この本の使い方

❶　この本を通じて登場するキャラクターである。課題
の提示や要点の整理，見方・考え方などを適所で発言
する。学習を進める上でのヒントを提示したり，学習
を深めることを促すときに参照させるとよい。

❷　学習の目標と課題。課題解決的に学習を進められる
ように設定している。

❸　記入欄を随所に設定している。この他，「ワークシー
ト」を使用して作業することもできる。

❹　理解度や学習の取り組みに対する自己評価欄を設定
している。知識の定着や主体的な学習への取り組みを
確認することができる。

❺　「振り返る」「考える」「調べる」「チェックする」「話
し合う」「伝える」「まとめる」の７つのマークによっ
て，どんな活動をすればよいかがわかり，主体的・対
話的な学習ができる。随所に，理解度や学習の取り組
みに対する自己評価欄を設定している。知識の定着や
主体的な学習への取り組みを確認することができる。

❻　「かんれん」マークによって，各教科などとの関連
を示し，カリキュラム・マネジメントを行いやすくし
ている。内容については，各ページを参照していただ
きたい。

　　「おうちで」マークは，学習したことを生活につな
げられるように設定している。

❼　「見てみよう」マークでは，本文内にある二次元コー
ド（ＱＲコード）を，タブレットなどで読み取り，資
料や外部ウェブサイトを閲覧する。学びを広げたり，

深めたりすることができる。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺
●❻ ●❼

指導の要点・留意点

見
本
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みんなの安全　５年　p.2 〜 3　　❶毎日を楽しく過ごすために

いつ

かん
れん

協力

工夫

1 新学期が始まりました
●学習目標：通学路での危険な場所や事故を予測し，自分や下級生を守る行動ができるようにする。
●学習内容：通学路の安全な歩行の仕方，安全な登下校の仕方を見直し，下級生へのアドバイスを行う。

❶　高学年として，下級生の安全を守るためにできるこ
とを考え，下級生に安全な行動をわかりやすく伝えら
れるようにする。

❷　通学路の安全のために，注意することや声のかけ方
を具体的に考える。また自分自身の登下校を見直す
きっかけとする。低学年の児童が通学中，交通事故に
あうケースが多い。安全な道の選択（決められた通学
路を守る），安全な歩き方など，適切な行動がとれる
ようにする。

❸　例を参考に，各場面での注意事項について具体的な
アドバイスの例を考える。例については下記の通り。
❶「止まって，左右を確認してね。」「（指を差して）

このカーブミラーで，車が来るかどうかをよく見て
ね。」
❷「左右の安全を確かめたら，手を挙げて渡るよ。」
❸下級生がふざけていたら，「道路にはみ出して交通

事故にあってしまうよ。道いっぱいに広がると，後
ろから来る人の邪魔になるよ。」
❹踏切の渡り方を教える。「いったん止まるよ。左右

をよく見て，電車が来ないことを確認して素早く渡
るよ。」
❺傘の安全な差し方を教える。「傘で前が見えていな

いよ。前をしっかり見てね。滑るから気を付けてね。」
❻「止まっている車があるときは，反対側から来る車

にも注意しないといけないよ。」
❼「近づいたりのぞきこんだりしていけないよ。」「工

事車両も通るから気を付けて。」
❹　通学路で下級生を守るためにできることを考える。

アドバイスをする，危ないところでは一緒に歩いてあ
げる，手本となるような行動をするなどが考えられる。
また他の場所，場面で気づいたことを記入してよい。
常に周囲の状況を見極めて危険を回避できるようにす
る。ワークシートに記入するとよい。

❺　下級生の安全を考えることは高学年の自覚や役割を
持たせることができる。自分の行動を見直すこともで
き，下級生の目線で考えることができたか確認する。

【評価の観点】
・楽しく安全に学校に通うために注意することを押さえ

ている。
・下級生への安全な通学のアドバイスを考えたり，話し

合ったりしている。
・上級生としての役割や責任を認識し，関心を持って課

題に取り組んでいる。

●❶

●❷ ●❸

●❹

●❺

６年生やスクールガードに協
力してもらうのも有効である。

保健（けがの防止）

１年生の通学指導の時期。通
学の問題が報告された後　な
ど。しっかりと時間をとって
行うのが望ましい。

指導・活動の目安
15 〜 20分

指導の要点・留意点

❶

❷ ❸

❹ ❺

❻

❼

見
本
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指導
資料

まとめる
事
じ

故
こ

の他に，健康などの面でどんなことが起こるか，書いてみましょう。

時間を守ることが大切なのはなぜか，考えてみよう。
考える

規
き

則
そ く

正しい生活は，健康と安全にどうつながっているでしょうか。

2 規則正しい生活規
き

則
そ く

正しい生活
１毎日を楽しく過

す

ごすために

❶

❸

❷

❹

急いでいると，飛び出し事
じ

故
こ

につながりやすいんだったね。

かんれん

保
ほ

健
け ん

５年

かんれん

保
ほ

健
け ん

３年

かんれん

道徳
５年

4 5年

02-07_anzen5nen-2s_TMO_01.indd   4 2024/01/12   15:58

かんれん

保
ほ

健
け ん

6年

3 感染症や熱中症から身を守ろう感
か ん

染
せ ん

症
しょう

や熱
ね っ

中
ちゅう

症
しょう

から身を守ろう

かぜなどがはやっているとき

むし暑い日

次のようなとき，どうすればよいか，考えてみよう。

考える

外から帰ったら手あらいをしたり，天候に合った服
ふく

装
そ う

をしたりするのは，
なぜでしょうか。

１ 毎日を楽しく過
す

ごすために

こんなこともあります
　光化学スモッグ注

ちゅう

意
い

報
ほう

が発令されること

があります。健康ひがいが出る場合がある

ため，屋外での運動などを中止します。

※この他にもP
ピー

M
エム

2.5などで，外出や運動をひかえる必
要がある場合があります。

2019年末から世界的に流行し始めた「新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

」では，外出をひかえるなどの対
たい

策
さく

がとられました。

手あらい，うがいは，かぜやインフルエンザ，食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

などの感
かん

染
せん

する病気の予
よ

防
ぼう

に大切です。

気温が高く，しつ度が高いと，熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

が起こりやすくなります。熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

を予
よ

防
ぼう

するためには，すずしい服
ふく

装
そう

をし，

こまめに水分をとることが大切です。

光化学スモッグ
注
ちゅう

意
い

報
ほう

が発令さ
れました。

＊�せきエチケットは，せきやくしゃみが出
るときに，ティッシュやハンカチ，そで
を使って，口や鼻をおさえることです。

病気によっては，マ
スクをしたり，せき
エチケット＊をした
りして，病気が感

かん

染
せん

するのを防
ふせ

ぎます。

55年

02-07_anzen5nen-2s_TMO_01.indd   5 2024/01/12   15:58

❶

❸

❷

❹

みんなの安全　５年　p.4 〜 5　　❶毎日を楽しく過ごすために

いつ

かん
れん

協力

工夫

2 ３規則正しい生活 感染症や熱中症から身を守ろう
●学習目標：規則正しい生活が健康で安全な生活につな

がることを理解する。
●学習内容：規則正しい生活と事故の発生の関係を知る。

●学習目標：毎日の生活を健康に過ごすために，感染症や熱
中症などの予防について理解する。

●学習内容：手洗いの励行，感染症や熱中症などの予防を知る。

❶　自分の 1 日の生活を振り返り，リズムある生活を
過ごせているかが，健康で安全に過ごせることにつな
がることを理解する。

❷　時間を守ることの大切さを①～④の様子から考える。
❸　各場面の詳細は，次のとおりである。
①暗い部屋で，夜遅くまでゲームをしていて就寝時刻

が遅くなった結果，次の日の起床がいつもより遅く
なった。
②起床が遅くなったため，朝食の時間も短くなり，慌

てている。
③家を出る時間が過ぎてしまい，準備もままならない

状態で家を出た。急いでいるので，ランドセルの口
を閉じていない，手さげカバンを忘れている，靴下
が左右でそろっていない状態となっている。
④急いで学校に行こうと走っている。曲がり角での状

況確認を忘れて飛び出し，自転車と衝突しそうに
なっている。

❹　睡眠不足や体温上昇の不足などによる集中力の欠如，
時間がないために慌ててしまい，確認や安全な行動を
怠るなど，さまざまなことが事故につながっている。

●ワークシートに記入するとよい。
【評価の観点】
・生活と安全のつながりに気づいている。
・事例を見て，生活の様子と安全の関係について考えて

いる。
・規則正しい生活をしようとしている。

❺　毎日を健康に過ごすために，病気の予防方法として，
手洗いや，抵抗力をつける，感染症・熱中症対策を自
ら行えるようにする。

❻　かぜや感染症などがはやっているとき，蒸し暑いと
きの行動について考える。

❼　手洗いやマスクが感染症を防ぐ基本となることを知
る。せきやくしゃみが出るときは，周りへの飛沫飛散
の防止を心がける。「せきエチケット」の意味を理解
して，実践できるようにする。

❽　手の洗い方について，動画や絵を参考にして，正し
い洗い方をしっかり理解させ，実践させる。「見てみ
よう」二次元コード（ＱＲコード）にて下記を参照。

　・正しい手洗いの仕方（政府インターネットテレビ）
　・10/15 世界手洗いの日（日本ユニセフ協会）
❾　洗った後の清潔にも注意を向ける。拭かない，服で

拭くなどは，菌の繁殖をもたらすことを知る。
❿　熱中症は，こまめな水分補給，服装の調節，休養な

どで予防ができる。体調が悪くなったときは，すぐに
先生や大人に知らせることを約束する。夏の暑い日，
湿度が高い部屋での活動などに注意を促す。
⓫　環境が健康に影響する例としては，光化学スモッグ

や PM2.5 がある。
【評価の観点】
・感染症や熱中症の予防について理解している。
・感染症や熱中症の予防の方法について考えている。
・生活で気を付けられることを考えている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺
●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

●⓫

養護教諭

保健（３年：健康な生活，５
年：けがの防止），道徳（節度，
節制）
保健（６年：病気の予防）

１学期はじめの時期。感染症
の流行時期，暑くなる時期な
ど

指導・活動の目安
各 5〜 10分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.6 〜 7　　❶毎日を楽しく過ごすために

いつ

かん
れん

協力

工夫

４ みんな仲よく
●学習目標：思いやりをもって友達と関わり，明るく楽しい学校生活を過ごすことができる。
●学習内容：心の健康につながる人間関係づくりや，多様性を認める態度について考える。

❶　不安や悩み，いらいらといった心の状態は，安全な
行動を妨げるなどの影響がある。小学生では，友達と
の人間関係が不安や悩みにつながりやすい。友達との
人間関係づくりが上手に行えるように，相手のことを
考えた行動の仕方を考える。

❷　それぞれの場面を想定して，考える。嫌な思いをし
たり，経験をしたりしたことがある児童がいる場合は，
配慮をする必要がある。

❸　小さな悪ふざけのつもりであっても，相手が嫌な思
いをすればそれはしてはいけないことであることを理
解する。遊びだと思っていても，人をたたく，なぐる，
蹴るなど痛みを伴う行為はしてはいけない。いたずら
は，けがをすることもある。

❹　インターネットを介した SNS などでは，言葉によっ
てきずつけている，きずつけられていることもある。

❺　自分で考え，その後友達の意見を聞いたりする。例
としては，一人でいたら，声をかけて一緒に遊んだり，
話をしたりする。困っている人がいたら，声をかけて
協力したり，一緒に乗り越えたりする。さまざまな悩
みを持ち始める時期でもある。悩みの種類はさまざま
だが，自分の相談しやすい周りの人に助けを求めてよ
いことを知る。

❻　友達のよいところを，ワークシートに記入するとよ
い。人々の多様性の尊重や価値観の異なる人を互いに
認め合い，一緒にいろいろなことに勉強したり，運動
したりするなどの活動できるようにする。

❼　遊びや運動，スポーツは，ルールを守る態度や，友
情や絆を育むことにつながる。異年齢の集団も含め，
人間関係の大きな変化をする時期でもある。体育の時
間と連携して，スポーツをつくる活動を行うことで，
多様性について考えることができる。

【評価の観点】
・心の健康が安全と関連していることに気づいている。
・心の健康が安全と関連していることを踏まえ，友達と

よりよい関係を築くことについて考えたりまとめたり
している。

・グループなどで仲よく学習している。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼
保健（心の健康），道徳（友
情・信頼，相互理解・寛容，
よりよい学校生活・集団生活
の充実）

１学期はじめの時期，いじめ
などの兆候が見られたときな
ど

指導・活動の目安
10〜20分（5〜10分ずつ分
けてもよい）

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.8 〜 9　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

●学習目標：学校での事故の発生状況を理解し，安全に学校生活を送ることができるようにする。
●学習内容：けがの発生場所，時間，原因などの調べを通して，けがの発生についての状況を捉える。

❶　児童書 p. ８～ 11 では，１年間の学校で起きてい
る事故やけがについてグループで調べて課題を抽出し，
その課題解決の方法を考える。けがの減少・防止に活
用できるようにする。5 年保健「けがの防止」の学習
と連携して行うと非常に効果的である。また，算数の
グラフの学習ののちに行うとスムーズに学習できる。

❷　ここでは，2 つのグループの例を挙げて，調べ学習
の参考としている。学年別けがの件数，種類，けがの
部位などと，けがが起きた場所と時間である。養護教
諭の協力のもと，事前に資料を準備してもらう。

❸　調査結果の見せ方（グラフ作成など）についても自
ら考えて表現する。ICT 機器を使用して，わかりやす
い資料，プレゼンテーション資料を作成してもよい。

●ワークシートに記入するとよい。
❹　わかったことを話し合って，調査結果の資料作成時

にまとめる。
　〔例〕けがが多かったのは４年生。すりきずが多く，

ひざやうでなどのけがが多い。など。
❺　自分たちで画像を用意したり，図を手描きしたりし

て作成して表すことができる。低学年の児童に向けた
掲示資料を作成する目的をもたせて作成することもで
きる。

❻　算数で学習したグラフを活用したり，絵を書き加え
たりしてグラフ化する。

❼　〔例〕校庭・運動場，教員でのけがが多い。休み時
間や体育の時間のけがが多い。など。

❽　ここまでのまとめをする。対策を立てやすいように，
注意が必要な場所や場面，けがの時間帯など，分析の
視点を明確にする。児童書 p.10 ～ 11 のけがの原因
調べとけが防止対策の発表，学校への呼びかけ活動に
つなげる。

【評価の観点】
・学校ではさまざまな事故やけがが起きていることを押

さえている。
・学校で起こった事故やけがを調べ，その特徴や課題を

分析したり，まとめたりしている。
・グループで協力して調べたりまとめたりしている。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼
●❽

養護教諭

算数でグラフの学習をしたの
ちに行うとスムーズに学習で
きる。

保健（けがの防止）
算数（５年：データの活用）

外での活動が増える時期など

指導・活動の目安
20 〜 30分

指導の要点・留意点

1 学校の事故調べ

見
本



11

指導
資料

みんなの安全　５年　p.10 〜 11　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

学校でのけがをなくすために
●学習目標：学校での事故の発生状況を理解し，安全に学校生活を送ることができるようにする。
●学習内容：けがの調査から見つけた課題を解決する方法を考え，学校内へ呼びかけるなどの対策を実行する。

❶　学校で起きている事故やけがの原因について考え，
けがの減少・防止に活用できるようにする。

❷　5 年保健「けがの防止」の学習と連携して行うこと
もできる。児童書 p. ８～９のけが調べをもとに考える。

❸　（上段左から順に）急いでいて廊下を走り，教室か
ら出てきた人とぶつかる。階段を走ったり，飛び降り
たりする（転落の危険）。水がこぼれた手洗い場の前
で滑って転倒する。

　（下段左から順に）周りを確認しないで夢中になって
遊んでいる中，人とぶつかる。給食の配膳中にぶつか
る。跳び箱を前の人が跳び終わっていないのに，跳ん
でぶつかりそうになる。

●ワークシートに記入するとよい。
❹　ヒヤリ・ハット体験は，危ないことが起こったが，

事故やけがにはならなかった事象のこと。一つの大き
な事故の前には，29 の小さな事故と 300 の事故にな
らなかった事象（ヒヤリ・ハット体験）があるという，
ハインリッヒの法則に基づいた視点である。

❺　学校での事故を防ぐための方策について，事故の原
因から考え，話し合う。

❻　調べ学習での結果を踏まえて，学校内に呼びかける。
４つの例を示しているが，この方法から選択してもよ
いし，自分たちで考えてもよい。

❼　下級生にもわかるようにするには，やさしい言葉で
表現する，漢字にふりがなを振る，絵や写真を交えて
構成する，見やすい高さに掲示するなどの工夫が考え

られる。他教科で学習したことを大いに活用させたい。
内容では，児童書 p. ８～９で考えたりまとめたりし
たことを活用する。ワークシートも活用するとよい。

❽　タブレットやパソコン，カメラ，付箋，模造紙など
を利用して資料を作成してよい。工夫を導き出すため
に，あえて発表方法を限定するという方法も考えられ
る。学習状況に応じて取り組ませる。

❾　校内放送を行うは，いつ，回数，内容などを決めて
行う。

【評価の観点】
・学校では起こるさまざまな事故やけがの原因を押さえ

ている。
・学校で起こる事故やけがの原因を分析し，それらをさ

まざまな方法でまとめたり，学校内に改善策を伝えた
りしている。

・学校での事故やけがを減らすことの大切さを認識して，
学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻ ●❼

●❽

●❾

養護教諭

まとめや発表でICT機器を活
用する。学校への呼びかけは
保健委員会の活動と連携する。

保健（けがの防止）

外での活動が増える時期など

指導・活動の目安
20 〜 30分

指導の要点・留意点

２

見
本
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指導
資料

安全のために知っておこう安全のために知っておこう

かんれん

保
ほ

健
け ん

５年２ 生活安全

3

こんなとき，どうしたらいいかな？

友達や下級生の安全のために，どんなことができるでしょうか。

少し下を向きながら

鼻をおさえ，鼻の付

け根を冷やす。

調べる❶簡
か ん

単
た ん

なけがをしてしまったとき

❷校庭で１年生がけがをしたところを見たとき

考えるそばにいたあなたはどうしますか？

すりきず 鼻血

きず口を水であらい

流して，ばんそうこ

うなどできず口を保
ほ

護
ご

する。

大きなけがは，できるだけ早く医
い
師
し
にみてもらうことが大切です。

手当してあげたほうが

いいのかな？　

12 5年
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緊急電話のかけ方
　大きな災

さい

害
がい

のときなど，携
けい

帯
たい

電話がつながりにくい場合があります。

公
こう

衆
しゅう

電話の使い方を知っておきましょう。

●交通事
じ

故
こ

の場合

①受話器を上げる。

②局番なしの119。

③つながったら，「救
きゅう

急
きゅう

です」。

④	住所がわかれば，「〇区〇丁目〇〇番地の□□（名前）

　です」。または，「〇区の〇丁目の交差点です」。

⑤「だれが」「いつ」「どこで」

　「どんなふうにして」「どうなった」を伝える。

※緊
きん

急
きゅう

通話ボタンがついている電話もあります。そのときは，ボタンをおしてから119へかけましょう。

学校に知らない人が入ってきたとき

何かあったときは，先生
の指

し

示
じ

をよく聞いて行動
しましょう。

近づかないようにしましょう。 すぐに先生に知らせましょう。

受付でもらう名札を
つけているか，確

かく

認
にん

しましょう。

校庭や校
こ う

舎
し ゃ

の中に，知らない人がいるところを見たら

来校者

自分の住んでいる近くで，

どこに公
こう
衆
しゅう
電話があるか

確
かく
認
にん
しておこう。

き んきゅう

135年
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みんなの安全　５年　p.12 〜 13　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

安全のために知っておこう
●学習目標：簡単な応急手当の仕方や来校者の確認，緊急電話の掛け方について理解し，適切に行動ができるようにする。
●学習内容：簡単なけがの手当，来校者の確認，緊急電話のかけ方について知る。

❶　安全を確保するために，簡単なけがの手当，来校者
の確認，緊急電話（公衆電話）の掛け方を知っておく。

❷　５年保健「けがの防止」の学習と連携して指導する
とよい。適切な処置は悪化を防止することができる。
すりきず，鼻血について確かめる。この他にも時間に
応じて調べるとよい。また，手当の一般的な注意事項
を挙げ，注意するように指導する。

　・手当をする際は，しっかりと自分の手を洗う。
　・けがをした人の血液にふれない。
　・きず口に脱脂綿やティッシュペーパーを当てない。

・出血がひどいときは止血をする。直接きず口をガー
ゼやハンカチなどで圧迫する（直接圧迫止血法）。
出血部を心臓より高くする。直接圧迫止血法が止血
の基本であり，間接圧迫止血法や止血帯法は，直接
圧迫止血法が行えないときのみとする。

❸　すぐに近寄って，様子を確認する。大けがのときは
動かさず，友達に先生を呼んでもらう。誰もいないと
きは，戻ることを伝えて先生に知らせに行く。小さな
きずでも養護教諭にみてもらうようにする。

●ワークシートに記入するとよい。
❹　学校内への不審者侵入時の対策については，学校全

体で，安全管理体制を整え，危機管理意識を高めるよ
うにする。災害の訓練の他にも，防犯教室で訓練を行
えるとよい。

❺　学校に訪れる外部の人には，挨拶をするなどの指導
とともに，名札着用を確認させるようにする。また，

実際の名札やカードを見せて，確認できるようにして
おく。

❻　万が一不審者が学校に侵入した場合は，安全に行動
する必要がある。「まずは近づかない」「見つけた場合
は，先生に知らせる」ことを第一に，自分の身を守る
ことを優先にする。

❼　公衆電話の使い方や自分がよく通る道などの設定場
所を知っておく（「おうちで」マーク）。公衆電話を知
らない児童もいるので，使い方を練習しておく。事故
の場所・目標物・事故の様子・けがの程度などを伝え
る。通報時は慌てたり，戸惑ったりすることがあるが，
応答先の人が質問をしてくれるので，落ち着いてそれ
に回答すればよいことを知る。

❽　公衆電話は，緊急時，災害時などのときの連絡に使
用できることを覚えておくようにする。「見てみよう」
二次元コード（ＱＲコード）により，NTT 東日本「は
じめての公衆電話キッズページ」を参照するとよい。

【評価の観点】
・けがをしたときや見たとき，来校者への対応，緊急時

の公衆電話の使い方など，安全のために知っておくべ
きことを押さえている。

・けがの手当や来校者への対応の仕方，公衆電話の使い
方などの必要性を考えたり，調べたりしている。

・いざというときに必要となることを認識している。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺
●❻

●❼ ●❽

公衆電話の使い方は，防犯教
室や防災訓練と関連させて取
り扱ってもよい。

保健（けがの防止）

１学期中。防犯教室，防災訓
練の前後など

指導・活動の目安
5 〜 10分

指導の要点・留意点

３

見
本



13

指導
資料

みんなの安全　５年　p.14 〜 15　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

遊びや家の中での危険
●学習目標：地域や家庭で起こる危険を理解し，安全な行動がとれるようにする。
●学習内容：地域での危険，家の中での危険について知る。

❶　地域での遊びや家の中での危険な行動を知って，注
意することに気づけるようにする。

❷　危険な行動の他に，道路での他の人に対する迷惑，
妨げなどにも気づく。絵を見たり，自分の行動を振り
返り，考え，ワークシートに記入したり，発表したり
する。

❸　普段の遊びなどにおける児童書 p.14 の①～⑥の状
況は，下記の通りである。
①　道幅いっぱいに並んでの歩行。車道側の人は車と

の接触の危険がある。他の歩行者などが通れず迷惑
となる。
②　店前で談笑中。入り口付近では，車いすの人や入

店者の妨げとなる。
③　「危険」看板の工事場所へ入ろうとしている。重機，

機具，資材などがあり，危険箇所である。
④　路上遊びは，歩行者，自転車などの通行を妨げ，

自らも自動車事故の危険がある。
⑤　歩行者優先を考えず，人の間を乗り物ですり抜け

る。人との接触によりけがをさせることもある。
⑥　自転車の置き方や，ゲームやスマホの歩きながら

使用。視覚障害者の通行を妨げている。
❹　家の中で行動を振り返り，危険に気づく。家の中で

の危険について，児童書 p.15①～⑥の状況は，下記
の通りである。
①　電気製品のプラグをぬれた手で触り，コンセント

に差す。感電の原因となる。

②　マンションのベランダから，乗り出さない。落下
の危険がある。
③　ポットややかんなどに入ったお湯でやけどをする。
④　着火用具を試しに使う火遊び。火遊びから火事に

発展する。
⑤　カセットコンロでのガス漏れによる爆発事故も起

こっている。
⑥　ふざけて遊んでいる中，耳を掃除中の家の人にぶ

つかり，鼓膜を損傷してしまう。
❺　自分で考えたことをまとめる。家での安全を，家の

人と一緒に考えるようにするのもよい。

【評価の観点】
・地域での遊びや家の中での行動で，どんな危険がある

か押さえている。
・普段の生活を振り返り，危険な行動を考えたり，共有

したりしている。
・地域での遊びや家での過ごし方で安全への注意が必要

であることを再認識している。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

交通安全指導員，消防署員な
ど

家庭科（家庭生活と仕事）

外遊びが増える時期，夏休み
前など

指導・活動の目安
各 5〜 15分

指導の要点・留意点

４

見
本
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指導
資料

❸エレベーターで知らない人と
　二

ふ た り

人になりそうなとき

❹だれもいないちゅう輪場で，
　自転車を置くとき

❶知らない人に話しかけられたとき

❷車の中から話しかけられたとき ❺だれもいない家に帰るとき

❻ショッピングセンターの
　トイレに行くとき

次のような場面では，どんな

ことに気を付けたらいいかな？

考える

犯罪から身を守るために●

かんれん

保
ほ

健
け ん

５年２ 生活安全

5

次のような場面で，

あなたならどうする？

犯
はん

罪
ざ い

から身を守るために，どんなことに注意すればよいでしょうか。

考える

犯
は ん

罪
ざ い

から身を守るために①

限
げん

定
てい

のゲームが
あるんだけど，
わたしの家で
遊ばない？

道を教えて
ほしいから，
車に乗って。

トイレ

16 5年
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わかった まあまあ もう少し
いろいろな場面で，どんなことに注意
すればよいか，わかりましたか。

ただいま。

❶知らない人にはついていかない。
「行きません」などときっぱり断

ことわ

り，その

場から早めに立ち去りましょう。

❹人けのないちゅう輪場では，周りによ
　く注意する。
　自転車を置くときに，後ろからおそわれ

る事
じ

件
けん

があるので，なるべく人けのない

ちゅう輪場は利用しないようにしましょう。

また，自転車を置くときには，人がかくれ

たりしていないか周りを確
たし

かめましょう。

❺だれもいない家に入るときには，入る
　前に周りを確

かく

認
にん

する。

❻家の人についてきてもらって，なるべ
　く一

ひ と り

人にならない。

❷知らない人の車には乗らない，近づか
　ない。
「大

お と な

人の人に聞いてください」などと断
ことわ

り

ましょう。また，車に引きこまれないよう

に，両手を広げた長さより車からはなれま

しょう。

❸知らない人と二
ふ た り

人きりでエレベーター
　に乗らない。
　こわいと思ったら，すぐにおりましょう。

何かあったら，たくさんボタンをおして，

止まった階ですぐにおります。

家にだれもいなくても，
「ただいま」と言って
から中に入る。

家の中に入ったら，
すぐにかぎをかける。
チェーンやU

ユー

字ロック
もわすれずにかける。

外出先でトイレに行
くときは，家の人や
友達にいっしょに
行ってもらう。

それぞれ，次のようなことに注意しましょう。

トイレ

当てはまるところに○をつけよう。

エレベーターで
は，ボタンがお
せる位置に立つ。

中が見えるよう
に，かべに背

せ

中
なか

を向けて立つ。

175年
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みんなの安全　５年　p.16 〜 17　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

５ 犯罪から身を守るために①
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。
●学習内容：地域での犯罪被害に対する安全な行動，犯罪被害の防止対策について知る。

❶　犯罪被害にあわないために，４年生までに学習した
ことを思い出し，自ら考えて，安全な行動がとれるよ
うにする。

❷　注意点は，児童書 p.17 で示した番号に対応してい
る。参照させて考えてもよいし，考えたことを確かめ
るときに使用してもよい。

❸　連れ去り，誘拐目的で，言葉巧みにゲームや小動物
など子どもの興味がある話，身内の事故や病気などを
理由で話しかけるなどの手口がある。また，強引に手
を引っ張られて連れ去られることもある。

❹　車の助手席側から声をかけて，後部座席に引き込ま
れてしまうケースがある。車の進行方向とは逆に逃げ
たり，車から離れたりできるようにする。

❺　エレベーターでは，暴行や連れ去りの事件の危険が
ある。マンションなどでは，帰宅の時間帯に特に注意
させる。

❻　駐輪場は誰でも入ることができる。死角が多く，人
が隠れやすい，人の注意が向かない（心理的に「見え
ない」）場所である。

❼　一人で家に入るとき，家の人がいるという設定で入
るようにする。

❽　人が多く利用する施設などのトイレでは連れ去り，
誘拐，暴行などが起こることが多い。できる限り大人
と一緒に行くなど，一人で行かないようにする。

❾　児童書 p.16 の①～⑥の場面での注意点を記してい
る。4 年生までに安全教室，防犯教室などで学習した

内容であるが，何度も繰り返し確認して，犯罪被害に
あわないようにする。

●ワークシートに記入するとよい。

【評価の観点】
・犯罪が起こりやすい場所や場面，危険なめにあわない

ためにどうすればよいかを押さえている。
・絵を見て，犯罪が起こりやすい場所や場面と，それを

回避する方法などについて考えている。
・真剣に学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

警察，スクールガードなど

児童書p.16〜21を一連の学
習として取り組むなど

保健（けがの防止）

防犯教室の前後　など

指導・活動の目安
10 〜 20分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.18 〜 19　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

６ 犯罪から身を守るために②
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。。
●学習内容：身の回りでの犯罪，犯罪被害に対する安全な行動，犯罪被害の防止対策について知る。

❶　犯罪被害にあわないために，一人にならないことを
意識して自ら考えて，安全な行動がとれるようにする。

❷　一人で歩いているときなど，声をかけられ急に手を
引っ張られてしまう危険がある。第一声として，「わあ」

「助けて」など出しやすい言葉で声を出す。いざとい
うときに大きな声が出せるように実施に練習しておく
必要がある。声を出して，相手がひるんだら，防犯ブ
ザーなどを鳴らす。逃げられるときはその場所から逃
げるようにする。

❸　怖いと思ったときはとにかく逃げる。近くの家や店，
「子ども 110 番の家」などにいる大人に助けを求める。

❹　車の助手席側などからも声をかけて，後部座席に引
き込まれてしまうケースがある。身内の事故や病気な
どを理由に，言葉巧みに声をかけられる場合がある。
車の進行方向とは逆に逃げたり，車から離れたりでき
るようにする。

❺　上記の３つの他に，自分でできることを考えてみる。
❻　夕方や暗くなった道を，一人で歩かない。遊んだ帰

り，塾などの行き帰りなどは注意が必要である。暗く
なった，帰宅時刻が遅くなったときには，家の人に連
絡をすることを徹底する。また，遊びを切り上げて早
く帰る，誘いを断る意思もはぐくめるようにしたい。

❼　見えにくい場所として主に駐車場が挙げられるが，
児童が気づいた他の場所を挙げてもよい。

●ワークシートに記入するとよい。
❽　危ないめにあったときは，必ず家の人や先生に知ら

せるようにしておく。これまでに学習していれば，防
犯標語「いかのおすし」（東京都）を思い出させ，具
体的な例をもとに，適切な行動を理解する。地域で別
の標語を推奨している場合は，実態に合わせて指導す
る。

❾　「子ども 110 番の家」の看板やステッカーのついた
住宅，コンビニエンスストア，店，駅などを家の人と
一緒に確認しておく。地域によって違うので，実物を
確認できるようにする（「おうちで」マーク）。

❿　自分で自分を守るために注意することを考える。

【評価の観点】
・連れていかれそうになったり，それを誘発したりする

場面があり，それを避ける方法などを押さえている。
・連れ去られそうになったとき，どうすればよいか、自

分には何ができそうか考えている。
・真剣に学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺

●❻ ●❼

●❽

●❾

●❿

警察，スクールガードなど

児童書p.16〜21を一連の学
習として取り組むなど

保健（けがの防止）

防犯教室の前後　など

指導・活動の目安
10 〜 20分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.20 〜 21　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

７ 安全マップをつくろう
●学習目標：地域・社会で起こる犯罪や危険について理解し，安全に行動できるようにする。。
●学習内容：身の回りでの犯罪対策の理解，犯罪防止対策の理解と自分たちの役割について知る。

❶　地域での犯罪被害の現状を今までの学習で理解し，
安全な行動をしようとする意欲が養われている。ここ
では，高学年として，防犯における自分たちでできる
ことを考えて，防犯の「安全マップ」づくりに取り組む。

❷　ここで挙げた公園，アンダーパス（地下道），住宅
街について，なぜ起こりやすいのか考える。
・公園：誰でも出入り自由，垣根で見えにくい，日陰

が多い，ごみ散乱。
・アンダーパス（地下道）：薄暗く，人目につきにく

い。落書き，ごみの散乱。
・住宅街：夜道で街灯が切れている。住宅で人がいて

も，見えにくい箇所ができている。
❸　犯罪が起こりやすい場所や場面がどのような概念

かについて理解する。児童書 p.20 の①～③について，
確認する。加えて，落書きやごみが多い箇所は，人の
目が向けられていないことを示す。

❹　下級生にも伝えることを意識して活動をするとよい。
児童書 p.16 ～ 19 ページの内容も踏まえて作成を計
画する。

❺　つくり方の例を挙げている。計画，準備，検討，ま
とめ，活用など，児童の自主的な活動を促す。ワーク
シートに記入するとよい。また，保健「けがの防止」
と関連して作成することもできる。単に危険なところ
を探すのではなく，「なぜ犯罪が起こりそうな場所か」
の理由に合ったところを探すことが大切である。例え
ば，「前に事件があったところ」では，事例探しでし

かなく，「犯罪が起こりやすい場所」の理解が深まら
ない。

❻　マップを作成するにあたり，人権，プライバシーの
観点から，住宅の位置や個人特定ができない写真の撮
影をする配慮ができるようにする。撮影時は許可を得
るようにするが，情報モラルに関する指導と合わせて
行う。

❼　グループでの作成例を示している。模造紙に作成す
る場面であるが，付箋・シールの使用，ICT 機器を使
用したプレゼンテーション資料の作成もできる。タイ
トル，どのツールを使用するのかなど児童に選択させ
てもよい。また，下級生にどう伝えるのかについても
併せて考えるようにする。

【評価の観点】
・犯罪が起こりやすい場所の条件を押さえている。
・犯罪が起こりやすい場所がどんなところかを踏まえ，

実際の場所で，それらを考えたり判断したりしている。
・友達と協力し，積極的に考えながら活動をしている。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
●❼

警察，スクールガード，地域
の住民など

児童書p.16〜21を一連の学
習として取り組むなど

保健（けがの防止）

防犯教室の前後など

指導・活動の目安
学習 15分，安全マップづく
り活動１〜２時間

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.22 〜 23　　❷生活安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

８ 電話やインターネットの危険
●学習目標：犯罪被害被害の防止，情報社会における危険から身を守るとともに，不適切な行動をしないようにする。
●学習内容：電話応対の仕方，スマートフォンやタブレットなどでのインターネットの使用の仕方，利用の約束やきまりに

ついて知る。

❶　保護者のスマホ携帯率が高くなり，家庭での固定電
話設置率が減少している一方で，児童自身のスマホ携
帯率が増えている。情報にまつわる犯罪と情報モラル
の正しい理解について，電話応対の仕方とインター
ネットとアプリの使用の仕方について学習する。

❷　児童書 p.22①～③の場合について，自分で応対を
考える。ワークシートに自分の考えを記入したり，友
達の意見も聞いて，よいと思った意見を記入したりし
てもよい。

❸　電話応対のとき，一人でいるときの電話対応はなる
べくしないようにする。留守番時の電話対応を家の人
と決めておく。

❹　電話がかかってきたことを，必ず家の人に知らせる
ようにしておくとよい。メモなどに記すことでもよい。

❺　自分のスマホでの応対についても同様に注意する。
❻　児童の，スマホやタブレットなどのインターネット

を使用する機会が増えている。使用の仕方によっては
被害やトラブルを招くことがあるため，注意事項をま
とめている。「おうちで」マークを付している。家で
使用することが多いため，家の人と考えさせてもよい。
スマホなどの機器を持っていない，家のネット環境が
整っていない場合などは指導時に配慮が必要である。

❼　SNS などでの写真や動画の掲載は簡単にできるが，
著作権上の諸問題，撮影写真による位置情報の特定な
どによる悪用，個人情報の流出など，トラブルにつな
がることがある。この他，課金の必要なゲーム，アプ

リの使用，サイトへの自分の個人情報の登録は，必ず
家の人に相談するようにさせる。個人情報は何かを理
解して，どんな危険があるのかを知り，安易に教える
ことのないようにする。よく考えずに課金などの決定
ボタンを押す，個人情報の入力をするなど，トラブル
が起こさないように使用の約束を確認する。

❽　ウェブサイトや SNS 上での書き込みについては，
取り消すことができないことを理解する。ネットでの
誹謗中傷の応酬などのトラブル，いじめなど人権侵害
につながる恐れがあることを理解する。

❾　SNS などでの写真や動画の掲載は簡単にできるが，
著作権や肖像権の諸問題，撮影写真による位置情報の
特定などによる悪用など，トラブルにつながることが
ある。

【評価の観点】
・電話やスマホ，インターネットを使用するときに注意

することを押さえている。
・電話やスマホ，インターネットの使い方の例を見て，

どんな影響や危険があるかを考えている。
・普段の生活を振り返りながら，改善していこうと考え

ている。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

ICT支援員など

情報の学習と関連させてもよ
い。

夏休みや冬休みの前など

指導・活動の目安
15 〜 20分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.24 〜 25　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

歩行中の交通事故の防止
●学習目標：道路環境において，適切な危険予測と危険回避ができるようにする。
●学習内容：安全確認の重要性，飛び出しによる危険について知り，気を付けるべきことを考える。

❶　歩行中の交通事故の原因を理解して，さらに飛び出
しをしてしまう原因について考える。

❷　飛び出しによる危険な目にあったことはないか振り
返る。３つの場面が例示されているが，他の場面での
経験があれば挙げさせてもよい。

❸　交通事故が起こっている場所に注目させる。
・Ｔ字路で友達と話しながら走って出てくる。
・道路の反対側にいる友達に気づき，横断歩道のない

場所とわかりながら，確認せずに渡ろうとする。
・時間に追われ急いでいて，駐停車中の車の間を通っ

て，渡っている。
❹　交通事故の原因のグラフは，負傷者数をグラフに表

している。飛び出しが約半数を占め，信号無視，横断
歩道以外の場所での横断などがある。

❺　３つの場面から，場面と場所，そのときの当事者の
心理状況から，事故の原因を考える。

❻　飛び出しによって，自分がけがをするばかりか，巻
き添え事故が起こることを知る。４つの絵からどんな
ことが起きているのか，それはどうすれば防ぐことが
できたのか，考える。ワークシートにまとめる。

❼　突然飛び出す人，物，動物をよけるために，児童書
で示したように下記のことが発生する可能性がある。
・ハンドルを切り，ぶつかってしまう。
・反対から来る自転車，歩行者，自動車などにぶつ

かってしまう。
・急ブレーキを踏むことになり，後続車が衝突してし

まう。
・急ブレーキを踏むことで，後続車がそれをよけよう

とハンドル切り，塀などの建造物に衝突してしまう。
❽　飛び出しをしてしまうときの状況や心理など，学習

したことを踏まえ，これからの安全な行動につなげら
れるようにまとめる。

【評価の観点】
・交通事故の原因として飛び出しが多いことを知り，そ

の状況や心理などを押さえている。
・なぜ飛び出しをしてしまうのかを考えたり，話し合っ

たりしている。
・普段の生活で飛び出しをしないように気を付けようと

決意している。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

交通安全指導員など

保健（けがの防止）

交通安全教室の前後など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

1

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.26 〜 27　　❷交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

正しい道路横断
●学習目標：さまざまな道路環境において，適切な危険予測と危険回避ができるようにする。
●学習内容：信号機のある道路やない道路での正しい通行や横断の注意，標識の種類とその意味を知る。

❶　横断歩道・信号機のある交差点，交通安全施設のな
い道路での横断の仕方について，適切な横断の仕方，
安全確認の仕方を学習する。

❷　さまざまな交差点があることを確認する。２つの場
面において，自分のいる位置，信号機の状態，車の動
き方などに着目して，注意事項を考える。

❸　目の前の歩行者用信号が青になっても，自分の進行
方向右側から左折してくる車，進行方向反対車線から
右折してくる車，左右から直進してくる車などがいる
可能性がある。信号だけで判断して行動せず，左右の
確認が大切である。車の進行指示器や運転者の顔など
注視しながら，横断することが必要である。

❹　車両用信号が赤のとき，何を注視すべきかについて，
考える。信号は赤だが，右折矢印信号が点灯している
ため，右折車は走行している。歩行者用信号は赤のま
まとなることに気づく。車両用信号だけで判断しては
いけない。

❺　交通安全施設のない場所での横断は，急いでいると
きのほか，横断歩道が遠いと感じるために近くを渡ろ
うとしてしまうときなどに起こる。自動車が遠くにい
るように思っても，図のように歩行者が斜めに渡り，
自動車が接近してくるような場合，渡り切る前に自動
車が接近することが考えられる。また，運転者は前方
に注意を払っているので，斜めから迫ってくる人や自
転車，物が見えにくくなる。自転車でも同様である。

❻　さまざまな道路環境での正しい横断をするための注

意の仕方を考える。ワークシートを使用してもよい。
❼　標識については例示の他に，「見てみよう」二次元

コード（QR コード）から実物の写真を見ることがで
きる。意味や色分け，形の意味などについて，調べて
もよい。

【評価の観点】
・信号機のある交差点やない交差点での正しい通行の仕

方について理解している。また，標識の種類とその意
味を知っている

・信号機を見るだけで判断して渡ることや，斜め横断が
なぜ危険なのかについて考えている。

・学習したことを普段の生活に生かそうとしている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻
●❼

警察，交通安全指導員など

通学路にある信号，道路標識
の写真を撮って活用するなど

保健（けがの防止）

交通安全教室の前後，道路の
通行で課題が見られたときな
ど

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

２

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.28 〜 29　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

ふみきりの横断 夜間の歩行
●学習目標：踏切の横断におけるきまりを理解し，安全な

横断ができるようにする。
●学習内容：非常ボタンの取り扱い方，立ち入りや妨害の

危険な使い方について知る。

●学習目標：自動車の運転者の視界について理解し，夜間の
安全な歩行ができるようにする。

●学習内容：夕方や夜間などと安全な歩行の仕方（服装・反
射材）について知る。

❶　踏切の横断での待機と渡り方について，注意するこ
とを確認する。踏切事故は，自分の命のみでなく，電
車乗客などの命にも影響をもたらすことを理解し，安
全な横断を心がけるようにする。

❷　①～⑤について確認する。自分の普段の行動とも照
らして，危険な行動をしていないか確認する。

❸　解答としては，①○　②○　③×　④○　⑤○とな
る。児童用の答えについては，「見てみよう」二次元
コード（QRコード）から見ることができる。

❹　ワークシートで，安全な渡り方について，チェック
してもよい。危険な立ち入りや妨害についても触れる
とよい。

❺　非常ボタンは，踏切支障報知装置のこと。非常ボタ
ンを押すと，運転士に危険を知らせることができる。
人や車などの立ち往生，その他危険と判断した場合に
は，早い段階で非常ボタンを押すことが大切である。
警報器の近くに設置されている。

❻　踏切での安全施設として，警報機，遮断機，停止線，
踏切支障報知装置などを紹介してもよい。

【評価の観点】
・安全な踏切の渡り方を理解している。
・踏切の横断について，絵を見ながら正しいかどうか考

えている。
・学習したことを生活に生かそうとしている。

❼　自動車の運転者からどのように見えるのかを理解し
て，夕方や夜間に自分が注意することに気づくように
する。

❽　昼間と夜間の見え方の違いについて，次の観点で考
える。見えている人数や物，光っているもの，持ち物
などは見えているか，服装の色は関係しているか。

❾　昼間はよく見えているのに，夜間は見えなくなって
いるものがあること，夜間運転者から見えていないこ
とで危険度が増していることに気づく。

❿　「見てみよう」二次元コード（ＱＲコード）によっ
て，神奈川県警察のウェブサイトが参照できる。

⓫　靴や帽子，キーホルダーなど自分の持っている持ち
物にも付いていることを知る。例として，工事作業員
の安全ベスト，安全ヘルメット，自転車の反射器など
を挙げてもよい。また，服装の色によっても，見えに
くくなくなることにも気づく。夜間，自分の存在を示
すことができるので，身を守るためにも有効である。

⓬　ワークシートに記入するとよい。

【評価の観点】
・明るいときと暗いときの見え方の違いを押さえている。
・明るいときと暗いときで，見えるものや見えにくいも

のなどと安全の関係について考えている。
・学習したことを生活に生かそうとしている。

●❶ ●❷
●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾ ●❿
●⓫

●⓬

鉄道会社の人，警察など

保健（けがの防止）

交通安全教室の前後など

指導・活動の目安
各 5〜 10分

指導の要点・留意点

３ ４

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.30 〜 31　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

自転車の危険な乗車やマナー
●学習目標：自転車の安全な利用の理解を深め，安全な乗車ができるようにする。
●学習内容：自転車の危険な乗り方や，乗車マナーと安全の関係について考える。

❶　自転車の危険な乗り方や，交通規則やマナーを理解
して，安全に乗車ができるようにする。

❷　普段の自分の乗り方が危険な乗り方であることを認
識していない場合もあるので，思い出してチェックす
るようにする。

❸　「見てみよう」二次元コード（Q Ｒコード）の参照で，
「自転車安全利用五則」を示している。下に挙げる例は，
自転車安全利用五則や危険運転行為を参考に掲載して
いる。

❹　ワークシートでも，同様にチェックできるので，交
通安全教室や夏休みなどの前に確認するとよい。

❺　子どもの自転車事故では，被害者となるだけでなく，
事故によっては加害者となることもある。けがを負わ
せてしまうことの重大さを感じ，運転者としての責任
を認識し，安全な乗り方をする意識の向上につなげる。
ワークシートに感想を書いてもよい。

❻　自転車の駐輪の仕方について，適切な場所に置く必
要がある。まずは絵を見て考える。人に迷惑がかかる
行為が事故につながる可能性があることを理解する。

❼　児童書 p.31 の各場面でのそれぞれの気持ちや，ど
のようにすればよかったのかについて考える。
①　塾の建物前。歩道を占領し，点字ブロック上に，

自転車が置かれている。
②　商店街の規制を無視して，自転車で並列走行をし

ている。歩行者の合間をぬって，ジグザグ走行して
いる。

　　どんな危険につながるか，ワークシートに記入して
もよい。

❽ＴＳマーク（自転車向け保険）は，傷害保険と賠償責
任保険，被害者見舞金（赤色ＴＳマークのみ）が付い
ている（付帯保険）。「ＴＳ」は，TRAFFIC　SAFETY（交
通安全）の頭文字をとったものであり，ＴＳマークに
は，青色マーク（第一種）と赤色マーク（第二種）が
あり，賠償内容が違っている。自転車安全整備店にて，
自転車の点検整備（有料）を受けると，ＴＳマークを
貼付してもらうことができる。（以上，日本交通管理
技術協会の資料を参考）

【評価の観点】
・自転車の安全な利用や危険運転行為及び運転者として

の責任を押さえている。また，駐輪や乗車のマナーを
押さえている。

・自転車の危険な乗車の仕方や周囲に迷惑のかかる自転
車利用の仕方をもとに，危険な理由や迷惑な理由を考
えている。

・運転者としての責任を認識し，安全かつよいマナーで
自転車を利用しようとしている。

●❶
●❷ ●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

警察，交通安全指導員など

保健（けがの防止）

自転車交通安全教室の前後，
自転車の乗車で課題があった
ときなど

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

５

見
本
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指導
資料

自転車の安全な乗り方自転車の安全な乗り方6

次のことができているか，ふり返ってみよう。

自転車に乗るときの交通規
き

則
そ く

を知っていますか。

3 交通安全

信号と自転車

　車両用の信号にしたがう。 　「歩行者・自転車専
せん

用
よう

」の信号にしたがう。

通行するところ

　「自転車および歩行者専
せん

用
よう

」の標
ひょう

識
しき

があるとこ
ろは，車道寄

よ

りを徐
じょ

行
こう

する。
　必ず，指定されたところを走行する。

自転車にも合図がある
　自転車には，自動車やオートバ

イなどのように方向指
し

示
じ

器がない

ため，曲がる，止まるなどを周り

に知らせる「手信号」があります。 発進 停
てい

止
し

右折 左折

停
てい

止
し徐

じょ

行
こう

ふり返る

かんれん

保
ほ

健
け ん

５年

32 5年

24-37_anzen5nen-2s_TMO_01.indd   32 2024/01/12   16:04

考える
日ごろから自転車の点

てん

検
けん

をしているかな？

　自転車事
じ

故
こ

を防
ふせ

ぐためには，安全に走行することだけでなく，乗る前に自転車の点
てん

検
けん

と手入れ

をしておくことが大切です。

点
てん

検
けん

をするところは，

「ぶたはしゃべる」と

覚えるといいよ。

友達といっしょに，

点
てん

検
けん

し合うのもいいね。

点
てん

検
けん

するところ　★正
せい

常
じょう

だったら，■に〇をつけよう。

・空気が適
てき

切
せつ

に入って
いるか。

・みぞがすり減
へ

ってい
ないか。

タイヤ

・またがって両足が地
面に着くか。
・ぐらぐらしないか。

サドル

・曲がっていないか。
・ぐらぐらしないか。

ハンドル

・よく音が出るか。
・鳴らしやすい場所に
付いているか。

ベル

・明るくつくか。
・正面を向いているか。

ライト

・がたつきがないか。
・ゆるすぎたり，きつ
すぎたりしていない
か。

ペダル，チェーン

・よごれていないか。
・こわれていないか。

反
はん

射
しゃ

器

前ブレーキをかけたま
ま，前へおしても前輪
が回らないか。

ぶ ブレーキ
た タイヤ
は 反

はん

射
しゃ

器
しゃ 車体（ハンドル，サドル，ペダルなど）
べる ベル

直角

ブレーキ　前

後ろブレーキをかけた
まま，ペダルをふんで
も後輪が回らないか。

ブレーキ　後ろ

335年
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みんなの安全　５年　p.32 〜 33　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

自転車の安全な乗り方
●学習目標：自転車の安全な乗車や点検・整備について理解し，交通規則を守って安全な乗車ができるようにする。
●学習内容：自転車に関わる交通規則，定期的あるいは乗車前の点検の仕方について知る。

❶　道路交通法により，自転車は自動車と同じ車両に分
類されている。自転車に関わる交通法規があり，自転
車を対象とした罰則も数多くあることを理解する。

❷　４つの場面について，普段の自転車の乗り方につい
て振り返る。ワークシートに記入するとよい。

❸　自転車に乗るときは，自動車と同じ左側通行となり，
車両用信号機に従う。

❹　歩行者用信号機でも，「歩行者・自転車専用」とし
て標示がある場合はその信号に従う。

❺　自転車及び歩行者専用の標識があるところでは，歩
行者に注意しながら，車道寄りを走行する。常に歩行
者の安全に配慮した乗車をしなくてはならない。ベル
を鳴らしておしのけて通ろうとしたり，歩行者すれす
れで通ろうとしたりせず，下りて押して歩くようにす
る。歩行者の妨害をしてはならない。なお，子ども（13
歳未満）が自転車に乗るときは，歩道を通行すること
ができる。

❻　歩行者と自転車通行帯が分離している場合は，必ず
指定場所を通行する。

❼　自転車に乗っているときは，さまざまな合図がある。
歩行者や自動車に知らせるためであるが，小学生は片
手運転になるので無理に行う必要はない。

❽　定期的に，あるいは乗車前に，点検と手入れを行う
必要性を考える。点検の仕方を理解して，自主的に行
うようにする。ワークシートに記入するとよい。家で
定期的な点検をするよい（「おうちで」マーク）。

❾　故障中の自転車，手入れされていない自転車に乗る
ことが事故を起こす危険性を増すことを理解する。点
検と手入れは家で行うため，家の人とチェックするこ
とも考慮する。令和 5 年 4 月 1 日から全ての自転車
利用者に乗車用ヘルメットの着用が努力義務とされた。
家の人と一緒に自転車で出かけるなどの場合には、互
いにヘルメットの確認も行うとよい。

❿　4 年生までに学習したことや日常の点検の経験を踏
まえる。「ぶたはしゃべる」の合言葉で点検内容を理
解し，いつでも行えるようにする。ワークシートに記
入するとよい。

⓫　学校での交通安全教室を想定して，「友達」と一緒
に点検し合うことを勧めている。

【評価の観点】
・自転車を利用するときはさまざまな交通法規に従わな

ければならないことを理解している。また，点検の内
容や大切さを押さえている。

・生活を振り返り，交通法規に従った利用ができている
か，従わずに利用するとどうなるかなどを考えている。

・進んで交通法規を守ったり，点検をしようとしたりし
ている。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻

●❼

●❽

●❾

●❿
●⓫

警察，交通安全指導員など

年に１〜２回自転車点検を
行って確認させるなど

保健（けがの防止）

自転車交通安全教室の前後な
ど

指導・活動の目安
10 〜 20分

指導の要点・留意点

６

見
本
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指導
資料

3 交通安全

7 交通安全施設と交通規制　交通安全施
し

設
せ つ

と交通規
き

制
せ い

　

交通安全施
し

設
せつ

について，

知っているかな？

交通安全施
し

設
せ つ

や道路標
ひょう

識
し き

・標
ひょう

示
じ

などの意味を知っておく必要があるの
はなぜでしょうか。

ガードレール カーブミラー

点字ブロック（視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

誘
ゆう

導
どう

用ブロッ
ク）

信号機といってもいろいろあるね。

ちがいは何かな？

他には，どんなものがあるかな？

人が安全に歩ける町づくり
　交通安全施

し

設
せつ

はどんどん改良されています。例えば住
じゅう

宅
たく

地の近くなどでは，自動車と人の事
じ

故
こ

が起こりにくい

ように，自動車を走りにくくした道路（コミュニティ道

路）などがあります。また，押
お

しボタン式信号機も，大

きく押
お

しやすいボタンのものがあります。このように，

人が安全に歩ける町づくりが進められています。

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

に知らせる
音を出すボタンと, �青
延
えん

長
ちょう

用押
お

しボタン。

エスコートゾーン
（視

し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

用道
路横

おう

断
だん

帯）

かんれん

保
ほ

健
け ん

５年

ふり返る

34 5年
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❷

考える
次の❶～❹の場面では，どんなところが正しくないかな？
正しくないと思うことを書いてみよう。

❶

Aさんは，道路をわたろうとしています。 Bさんは，自転車で大きな道路に出ようとしています。

❸

CさんとDさんは，二
ふたり

人で歩いています。

❹

E さんは，自転車で直進しています。

355年
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みんなの安全　５年　p.34 〜 35　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

交通安全施設と交通規制
●学習目標：交通安全施設の種類とその役割や，交通規制を理解し，安全な行動ができるようにする。
●学習内容：信号機の種類とその役割，さまざまな道路施設とその役割，交通規制について知る。

❶　道路にある交通安全施設には，どんなものあるかを
知り，その役割を理解する。また道路標識や標示によ
る交通規制を理解する。

❷　まずは４つの写真を基に，信号機の違いを考える。
ワークシートを使用してもよい。
・「歩行者・自転車専用」：自転車は，自動車と同様

に車両用の信号や標識に従わなくてはならないが，
この標示がある場合は，それに従わなくてはならな
い。

・「押ボタン式」：ボタンを押したときにだけ，車両
用信号を赤色にして，歩行者用信号を青色にする。

・「自転車専用」：自転車専用の信号機。
・「スクランブル式」：歩車分離式信号の一つで，す

でての車両を停止させて歩行者を横断させることが
でき，さらに歩行者の斜め横断を可能としている。

❸　ガードレール，カーブミラー，点字ブロック，エス
コートゾーンの４つの写真をもとに，どんな施設があ
るか考える。ワークシートを使用してもよい。

❹　コミュニティ道路とは，車道狭窄，ハンプなどを設
置し自動車の速度を落とした走行をすることで，自動
車交通の安全を確保するもの。歩行者用信号機では，
ボタンの大きさの改良，音響装置を付ける，高齢者の
ことを考えた青延長用押しボタン設置など，信号機の
バリアフリー化が進んでいる。

❺　児童書 p.35①～④の４つの場面で，交通規制に従っ
た行動がとれているかどうか，考える。追加で，どん

なことが起こりうるかを考えさせるのもよい。
❻　横断禁止の標識が設置されている道路を，渡ろうと

している。
❼　一時停止の標識が設置されているところで，止まっ

て安全確認をせずに通行している。
❽　自転車及び歩行者専用の標識があるが，自転車通行

帯を歩行者が並列で歩いている。
❾　歩行者専用の歩道で，自転車で通行している。

【評価の観点】
・さまざまな交通安全施設と交通規制の意味を理解して

いる。
・さまざまな交通安全施設や交通規制が何のためにある

のか，考えたり話し合ったりしている。
・学習したことを生活に生かそうとしている。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻ ●❼

●❽ ●❾

警察，交通安全指導員など

バリアフリーやユニバーサル
デザイン，SDGsなどの学習
と関連づけるなど

保健（けがの防止）

交通安全教室の前後など

指導・活動の目安
5 〜 15分

指導の要点・留意点

７

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.36 〜 37　　❸交通安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

８ 自動車の性質
●学習目標：自動車の性質を知り，死角と停止距離，内輪差を理解し，危険予測と危険回避ができるようにする。
●学習内容：自動車の死角と停止距離，内輪差について知る。

❶　自動車の性質を理解して，自分で危険予測と危険回
避をして，交通事故の防止ができるようにする。

❷　自動車の死角，停止距離，内輪差について，言葉を
知っているかどうかを振り返る。４年までの安全学習
や５年保健「けがの防止」で学習している場合は，思
い出すように促す。

❸　自動車の死角の図を見て，運転者からは見えない部
分があることを知る。図は，乗用車であるが，大型車
などになれば範囲が広がる。駐停車中の自動車に近づ
くことの危険性を認識する。

❹　運転者からの死角を想像して描く。ヒントとして，
自動車ミラーの見え方を参照する。児童書縮刷上（上
記）に解答を示している。また，解答は「見てみよう」
二次元コード（QR コード）にて参照することができる。

❺　死角をなくすための，自動車のミラーの見え方の例
を示している。車体によって見え方はさまざまであり，
運転席に座った状態では，窓から下の外側は見えてい
ない。ミラーを運転者が確認しても，死角はあること
に注目する。死角の多くなるトラックでは，助手席側
ドアの安全窓（ナビウインドウ，セーフティウインド
ウなど）によって確認ができるようになっている。

❻　前後左右が見えにくくなるが，最も後方が見えにく
い。これを少しでも補うために，車の後方の映像を映
すバックカメラが取り付けられた自動車が増えている。
技術の発達で見えるところは増えているが，目視でき
ない場所があることに変わりはないこと，複数のこと

を同時に確認できないことなどに注意する。
❼　警察庁によれば，運転中前方 30m に子どもが飛び

出してきた場合，時速 50km では衝突を回避できるが，
時速 60km では衝突するとされている。速度と停止
距離の関係についても補足するとよい。

❽　車両が交差点で左折するときに，前輪と後輪の軌跡
に差が生じ，自動車に巻き込まれる事故が起こること
を理解する。大型車になればなるほど，内輪差が大き
くなるため，交差点では自動車から離れ，歩行時，自
転車乗車時の停止位置を下げるようにする。

●ワークシートに記入するとよい。

【評価の観点】
・自動車の性質を知り，死角，停止距離，内輪差を押さ

えている。
・自動車の死角を具体的に考えるとともに，停止距離や

内輪差が，安全にどう関わっているか考えている。
・関心を持って学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸ ●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

警察，交通安全指導員など

保健（けがの防止）

交通安全教室，夏休み前など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

←解答

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.38 〜 39　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

地震のひがい
●学習目標：地震発生時の被害，二次災害を理解し，安全な行動ができるようにする。
●学習内容：地震災害時の被害，その危険に対する心構え，地震の震度と揺れ方について知る。

❶　近年，地震が多く発生している。今までの地震のよ
る被害から，地震のときに起こる危険を理解し，被害
をできるだけ小さくする行動がとれるようにする。

❷　地震の被害について，どんなことが起こるのか，考
える。ワークシートを使用してもよい。

❸　写真によって被害を理解するようにしているが，恐
怖を感じる児童への配慮には注意を払って指導する。

❹　地震による被害として建物の倒壊，地震の揺れに
よって起こる二次災害として土砂災害，津波，火災の
様子を示している。
・2016年熊本地震では最大震度７を観測した。熊本

城をはじめ，多くの家屋の倒壊や地割れが発生した。
・2018年北海道胆振東部地震では最大震度7を観測

した。多くの山崩れが起こった。
・2011年東日本大震災では，最大震度7を観測した。

津波による被害をもたらした。
・1995年阪神・淡路大震災では，当時日本で初めて

最大震度7を観測した。揺れによって，建造物の倒
壊，大火災を引き起こした。

❺　「津波に対する心得」については気象庁の資料を参
考に取り上げている。この他，地震の発生時，揺れの
後，日頃からの心得も確認しておくとよい。

❻　震度は，揺れの強さを示していて，10 階級である。
「気象庁震度階級関連解説表」を参考にしている。こ
れによって，地震の揺れへの心構えをする。気象庁の
ウェブサイトでは，用語の解説，人の体感・行動，屋

内の状況，屋外の状況，木造建物（住宅）や地盤など
の状況などを詳細に示している。 

❼　今までに起こった地震のマグニチュードと震度を調
べてみるとよい。

●ワークシートに記入するとよい。

【評価の観点】
・地震による被害，震度と揺れ方，震度とマグニチュー

ドについて押さえている。
・地震によって起こる被害がどんなものか，震度などと

被害の関係について考えている。
・過去の地震の経験を踏まえて考えている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

消防署員など

理科（地球と宇宙）

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
15 〜 25分

指導の要点・留意点

1

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.40 〜 41　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

地震への対策
●学習目標：地震への備えができるようにし，緊急地震速報を理解して，安全な行動ができるようにする。
●学習内容：地震への家庭や外出時の備え，緊急地震速報とその後の行動について知る。

❶　地震が発生した際，家庭や外出時の備えや行動に
よって，被害を小さくすることができる。それらの備
えについて学習する。　

❷　どこに着目して考えるかを説明する。ワークシート
に記入するとよい。

　・置いてある物，家具。
・壁に貼られているもの。
・家具や家電の固定。　　など

❸　児童書縮刷上（上記）では，Ａさんの家で対策を施
した右の図上に赤丸をつけている。「見てみよう」二
次元コード（Q Ｒコード）でも参照できる。
・無造作に置かれたワゴン，入り口の棚を撤去して，

逃げ口の確保をした。
・壁に避難経路，避難場所，連絡先の掲示をした。
・棚やテレビを固定し，揺れによる転倒防止をした。
・荷物の置きっぱなしをやめ，避難通路を確保に努め

ている。テーブルの下の荷物を撤去して，揺れが発
生したときに潜り込んで頭を保護できるようにして
いる。

　あくまでも一例であるので，この他について，自分
の家での対策を具体的に考える。

❹　テレビや携帯電話などの「緊急地震速報」によって，
情報を見聞きしてから強い揺れが来るまでの時間が数
秒から数十秒しかないといわれている。震源がごく近
いときには，緊急地震速報が来る前に揺れが起こる場
合もある。

❺　緊急地震速報を見聞きしてから強い揺れまで間に，
身を守るための行動をとる必要がある。周りの人に声
をかけながら「周囲の状況に応じて，慌てずに，まず
身の安全を確保する」ことが基本となる。各場所・各
場面での行動について，ワークシートを使用してまと
めてもよい。

❻　他に，人が大勢いる施設でなどでは施設の係員の指
示に従い，落ち着いて行動し，慌てて出入り口に走ら
ない。

❼　非常用持ち出し品（袋）は，家の中の持ち出しやす
い場所に置く必要がある。ワークシートを使用して，
家族の人数などを考慮して，物や分量を決めておくよ
うにする。年に１～２回，内容物や重さなどを確認し
ておくことが必要である（「おうちで」マーク）。

【評価の観点】
・家庭や外出時に地震が発生したときの備えと行動を押

さえている。
・家庭や外出時に地震が発生したときの備えの例を，地

震発生時に起こる被害を想定しながら考えている。
・日頃の備えの大切さを認識している。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺
●❻

●❼

消防署員など

家庭での備えを確かめたり，
学習ののちに家庭で備えを見
直したりする。

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

２

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.42 〜 43　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

さまざまな災害への対策
●学習目標：風水害，豪雪，火山災害及び火災の危険と被害を知り，災害に対して安全な行動ができるようにする。
●学習内容：風水害，豪雪，火山災害の危険，火事の原因と対策について知る。

❶　地震以外の災害のときに起こる危険や被害を理解し
て，被害を小さくできるように事前に対策を立てるこ
とができるようにする。

❷　さまざまな災害の被害について，ワークシートにま
とめてもよい。

❸　風水害は，強風や大雨などによって洪水，高潮，土
砂くずれ，竜巻，突風などを起こす。どんな被害が起
こるかを考える。

❹　集中豪雨ともいう。前線や低気圧などの影響によっ
て，激しい雨が数時間にわたって降り続き，狭い地域
に数百 mm の総雨量を記録するような記録的短時間
大雨が近年多く発生している。台風や大雨のときの避
難については，児童書 p.46 ～ 47 で学習する。

❺　台風や大雨と同様に，大雪による災害も起こってい
る。雪崩による事故や，除雪中の転落事故などによる
災害が起こっている。また，あまり雪が降らない地域
での降雪は，路面凍結などによる交通事故や歩行中の
転倒事故などが起こる。

❻　火山噴火は，噴石，火砕流，融雪型火山泥流，溶岩流，
火山灰，火山ガスなどを引き起こす。噴火警報，噴火
警戒レベルなどの情報を入手し，事前に避難をしてお
くことが被害を小さくする。

❼　火事の発生原因から，火事を出さない生活の仕方や，
火事から身を守る方法を考える。発生原因の上位を示
したグラフである。不注意によるものと故意の放火に
よるものが多い。火事の多くは対策によって防ぐこと

ができることを理解する。火事による死因としては，
煙の吸い込みによる一酸化炭素中毒が挙げられる。

❽　家での生活の仕方をもとに考える。グラフから，注
意すれば防ぐことができるものを探し，考える。火遊
びは絶対してはいけないことを再確認する。「燃焼の
三要素」について理解する。物が燃えるためには，「可
燃物」・「酸素」・「熱」の三つの条件が必要であるが，
一つでも取り除くことができれば防火につながる。

❾　家の人と，消火器，住宅用火災警報器，地域にある
防火水槽（消火用の水を貯める場所）などの確認をす
るとよい。

●ワークシートに記入するとよい。

【評価の観点】
・風水害，豪雪，火山災害の危険と被害を理解している。
・風水害，豪雪，火山災害の危険と被害を踏まえ，その

対策を考えている。
・これまで見聞きした自然災害を踏まえて，関心を持っ

て学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

消防署員など

社会（我が国の国土の地理的
環境），理科（天気の変化）

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
10 〜 20分

指導の要点・留意点

３

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.44 〜 45　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

４ 災害が起こったときのひなん①
●学習目標：自然災害による被害を最小限に抑えるための避難と備えができるようにする。
●学習内容：自助としてできることを知り，防災マップづくりを行う。

❶　災害時の安全な避難のために，備えることができる
ようにする。

❷　家にいたときを想定して，自分の避難所と避難場所
を確認する。（避難所と避難場所の役割について，調
べる活動を入れてもよい。）

❸　災害への備えは，「自助」「共助」「公助」の３つに
分けて考える。「自助」はまず自分自身の身の安全を
守ることであるが，家の人を含む。「公助」は市町村
や消防，県や警察など公的機関による救助や援助とな
る。自分でできることを考えて，ワークシートにまと
めてもよい。

❹　家の人と防災会議などを持ち，決めておくことも必
要であるが，自分でできる備えの例を示した。他にも
考えてみる必要もある。

❺　避難場所を３種類示している。災害の規模などによ
り避難場所を決めておく必要がある。広域避難場所は，
指定緊急避難場所といわれ，自治体が指定したもので
ある。一時避難場所は，一次避難場所とされている地
域もある。文字どおり，危険から逃れるために一時的
に避難するための場所である。津波避難場所は津波浸
水のビル，タワーなどとなり，津波避難施設ともいう。

「津波注意」の標識，「津波避難場所」「津波避難ビル」
などのマークが目印となる。津波は，高台へ避難する
ことが最優先で，「津波避難ビル」などは，避難が間
に合わないときなどに活用する。ワークシートに記入
するとよい。

❻　「見てみよう」二次元コード（Q Ｒコード）で，国
土交通省「ハザードマップポータルサイト」を参照で
きる。自分の住んでいる地域の詳細情報を入手して，
備える。また，国土交通省「防災ポータルサイト」を
参照できる。「身の守り方」として，さまざまなウェ
ブサイトが紹介されている。

❼　グループで地域を決めて調査し，マップづくりとす
る。グループで，地震，洪水などテーマを決めてもよ
い。ワークシートでは調査時のメモ用紙を用意してい
る。地域の方に調査する際はお礼を伝えること，住宅
などの写真を撮るときは許可を得ることを指導する。

　マップは模造紙に表現する方法，ICT 機器を活用して
まとめる方法など，選択して作成する。

❽　防災マップの例は，日本損害保険協会『第 16 回
「ぼうさい探検隊マップコンクール」』入選作品である。
作成時の参考にされたい。

【評価の観点】
・地震のときの避難場所への避難方法や確かめ方を押さ

えている。
・避難場所などの確認を踏まえ，考えたり話し合ったり

しながら防災マップづくりを行っている。
・友達と協力して学習に取り組んでいる。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

消防署員など

地域の安全マップづくり（防
犯）などの行い方と関連させ
ることで事前学習を短縮でき
る。

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
学習 10 〜 15分，防災マッ
プ作り１〜２時間

指導の要点・留意点

見
本



29

指導
資料

みんなの安全　５年　p.46 〜 47　　❹災害安全

いつ

かん
れん

協力

工夫

５ 災害が起こったときのひなん②
●学習目標：自然災害による被害を最小限に抑えるための避難と備えができるようにする。
●学習内容：自然災害発生時の情報の入手の仕方，警戒レベルと避難行動について知る。

❶　災害時の安全な避難のために，正しい情報を入手し，
備え，適切な行動ができるようにする。

❷　防災情報として，身近な例を挙げている。まずは見
聞きしたことのあるもの，知っているものがあるかど
うか振り返る。

❸　緊急地震速報，大雨特別警報，台風予想進路，避難
指示，津波警報は，テレビ，ラジオ，携帯電話，パソ
コンなどでどれも入手できる。内容や入手方法につ
いては，調べて備えておく。防災行政無線については，
地域設置されていて，住民にサイレンや情報などが放
送され，周知される。ワークシートにまとめることも
できる。

❹　台風や大雨，大雪は，ある程度の予測が可能である
これらは天気予報などで伝えられている。火山活動は
監視が行われており，これによって噴火警報，噴火警
戒レベル，降灰予報などの情報を発信している。

❺　「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）では，
「自らの命は自らが守る」意識を持ち，自らの判断で
避難行動をとるという方針が示された。これに沿って，
自治体や気象庁などから発表される防災情報を用いて，
住民がとるべき行動を直感的に理解しやすくなるよう，
５段階の警戒レベルを明記した防災情報が提供される
こととなった。

❻　上記ガイドランや気象庁の資料を参考にして，警戒
レベルの５段階に沿って，避難行動，および情報の種
類をまとめている。避難の目安としたい。特に台風や

大雨は，数日前から準備を整えられることからも，時
系列で状況の変化に対応してどのように避難行動をと
るかを決めておくことが望ましい。

❼　「見てみよう」二次元コード（Q Ｒコード）で，気
象庁「防災気象情報と警戒レベルとの対応について」
が参照できる。

❽　「自分は大丈夫」と感じてしまうことを「正常性バ
イアス」という。率先避難者となって避難することは，
その人の命だけでなく，その避難行動を見て避難した
人の命も守ることができる。

❾　災害による被害を最小にとどめるための，自分の「誓
い」を立てる。クラスで共有して，新たな気づきがで
きるようにする。

【評価の観点】
・安全に避難するための正しい情報の入手の仕方や備え

方を知っている。
・安全に避難するための正しい情報の入手の仕方や備え

方を踏まえて，具体的な安全の誓いを立てている。
・調べた情報を生活に生かそうとしている。

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

情報が最新のものとなるよう，
気象庁や内閣府のウェブサイ
トを参照して指導する。

社会（我が国の国土の地理的
環境），理科（天気の変化）

防災訓練の前後など

指導・活動の目安
10 〜 15分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

みんなの安全　５年　p.48　❹災害安全　　　　　　　　　　　　p.49　　

いつ

かん
れん

協力

工夫

ひなん訓練・防災訓練 安全の学習のおわりに
●資料：避難訓練や防災訓練の意義を理解し，自主的な訓

練に参加して，災害安全に関する知識を高める。
●内容：学校での避難訓練の意義と理解，地域における防

災に関する活動への参加について知る。

❶　学校での避難訓練は，年間を通じて数回にわたり計
画的に実施されている。火事や地震だけでなく，あら
ゆる場面を想定して行われている。学校等の立地条件
や校舎の構造等に十分考慮された避難訓練の実施が求
められている。また，家庭や地域社会と連携して，防
災訓練も行われることもある。

❷　４年生までに何度も体験し身に付けた適切な避難の
仕方を思い出し，訓練に参加する。

　・避難経路を確認し，覚える。
　・避難の約束を理解し，実行する。
　・緊急放送の意味を知り，適切な避難をする。

　「真剣に取り組む」ことの大切さについても指導する。
　ここでは，火事のとき，地震のときとして，時系列に

沿って（タイムライン状に）縦に並べている。
❸　いずれの際にも，「おかしも」（おはしも）を基本に

行動ができるようにする。ワークシートで訓練後の振
り返りをしてよい。

❹　地域ぐるみの防災訓練には積極的に参加し，いざと
いうときのために知識や行動の仕方を学んでおく。災
害時は，地域，学校などの連携が重要となることを理
解する。訓練では，災害を疑似体験する（起震車，防
災館体験，フィールドワークなど），災害を想定した
訓練（炊き出し，応急手当，避難所体験など）が行わ
れる。

　　また，「防災運動会」を開催している地域がある。
担架リレー，バケツリレーなどゲーム性を持たせ，楽

しみながら災害時の対応を身に付けられるため，子ど
もからお年寄りまで参加ができる。学校が避難所にな
っている場合は，地域住民と合同の避難訓練を行うこ
とも検討したい。

【評価の観点】
・避難訓練の意義を理解している。
・避難訓練がなぜ大切か，訓練ではどのように行動をし

なければいけないかについて考えている。
・真剣に訓練に参加している。

❺　1 年間の学習したことを振り返る。自由に記入させ
る。児童の吹き出しによって，具体的な例を示してい
るので，参考に記述させるとよい。振り返る際に，友
達と話し合いながら記入して発表させてもよい。

❻　６年生に向けて，学校生活に限らず，毎日の生活に
おいて，健康で安全に過ごすための意欲を向上させる
ことをねらいとする。自由に記入させるが，できるだ
け具体的に記入することを促したい。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

消防署員，保護者・地域住民
など

特別活動「避難訓練」

防災訓練，避難訓練の前後

指導・活動の目安
5 〜 10分

指導の要点・留意点

見
本
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指導
資料

年間指導計画例（１年〜３年）

１年 ２年 ３年
月 区分 内容 区分 内容 区分 内容

４

１年生に
なりました

１．学校へかようみち
２．どうろのあるきかた
３．どうろのわたりかた
４．ふみきりのわたりかた
５．きんきゅうじどう車がきた

毎日を
楽しく
すごす
ために

１．新学きがはじまりました
２．学校でのすごし方
３．けんこうに気をつけよう

毎日を
楽しく
すごす
ために

１．新学期が始まりました
２．毎日の生活
３．病気や熱中しょうから身を守る

交通安全 １．あぶないよとび出し
３．じてん車にのるとき

５

１年生に
なりました ６．よりみち・みちくさ

生活安全

１．学校でのやくそく
２．学級園づくり
３．楽しいうんどう場
５．あぶないよ

生活安全
７．はんざいから身を守るために①
８．はんざいから身を守るために②
９．はんざいから身を守るために③生活安全 １．学校しらべ

２．いろいろなところで
交通安全 ２．雨の日のあるきかた

６ １年生に
なりました

７．学校でつかうようぐ
８．みんななかよし
９．びょう気に気をつけよう

交通安全 ５．雨の日のとう下校
生活安全 １．学校での事こやけが

２．けがをしたら
災害安全 ４．雨や風が強いとき

７ 生活安全 ３．学校でのやくそく①
４．学校でのやくそく② 交通安全

１．道ろをわたるとき①
２．道ろをわたるとき②
６．自てん車にのるとき①
７．自てん車にのるとき②

交通安全 ３．自転車の乗り方①
４．自転車の乗り方②

８・９ 災害安全 １．火じやじしんなどのさいがい
２．ひなんのしかた 災害安全 ２．地しんがおこったとき① 

３．地しんがおこったとき② 災害安全
１．地しんが起こったとき
２．地しんや火事にそなえて
３．ひなんの仕方

10 生活安全
５．学校ですごすとき
６．ともだちといっしょ
７．そうじのしかた

災害安全 １．火じがおこったとき 災害安全 ４．さまざまな自然さいがい
５．日ごろのそなえ

11 生活安全 ８．ちゅういしてあそぼう
９．じこがおきたとき 生活安全 ４．そうじのとき 生活安全 ３．学校の外で

４．家の近所での事こやけが

12 生活安全 10．あぶないめにあわないために①
11．あぶないめにあわないために② 生活安全 ６．あぶないめにあわないために①

７．あぶないめにあわないために②

生活安全 ５．家の中での安全
６．事こやあぶないめにあったら

資料：気をつけて楽しく使おう
　　－スマホやインターネット－

１ 交通安全 ４．バスやでん車にのるとき 災害安全 ５．雪がふったとき 交通安全 １．町の中や道路で
２．天気の悪い日

２
資料：
気をつけてたのしくつかおう　
－スマホやインターネット－

交通安全
３．ふみきりをわたるとき
４．とび出し
８．バスや電車にのるとき

交通安全 ５．安全を守る道路ひょうしき
６．自動車の合図

３ ※２月までに取り扱えなかっ
た内容を配当する。

資料：
気をつけて楽しくつかおう　
－スマホやインターネット－

交通安全 ７．乗り物を利用するとき

＊年間指導計画例は，ダ
ウンロードができます。

見
本
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指導
資料

年間指導計画例（４年〜６年）

４年 ５年 ６年
月 区分 内容 区分 内容 区分 内容

４

毎日を
楽しく
すごす
ために

１．安全な登下校
２．１日の生活
３．心の健康と安全
４．感染症・熱中症から身を守ろう

毎日を
楽しく
過ごす
ために

１．新学期が始まりました
２．規則正しい生活
３．感染症や熱中症から身を守ろう
４．みんな仲よく

毎日を
楽しく
過ごす
ために

１．今日から最上級生
２．規則正しい生活と安全
３．みんな仲よく

５ 生活安全 ５．はんざいから身を守るために①
６．はんざいから身を守るために② 生活安全 ５．犯罪から身を守るために①

６．犯罪から身を守るために② 生活安全
１．下級生をけがや事故から守る
２．学校の施設や設備
３．けがをしたら

６ 生活安全
７．はんざいから身を守るために③
８．スマホやインターネット
　　で気を付けること

生活安全 ７．安全マップをつくろう
８．電話やインターネットの危険 生活安全 ４．犯罪から身を守るために①

５．犯罪から身を守るために②

７ 交通安全 ３．自転車の安全な乗り方①
４．自転車の安全な乗り方② 交通安全 ５．自転車の危険な乗車やマナー

６．自転車の安全な乗り方 生活安全 ６．安全マップをつくろう
７．インターネットでの安全

８・９ 災害安全 １．火事が起こったとき
２．地しん 災害安全

１．地震のひがい
２．地震への対策
３．さまざまな災害への対策

災害安全 １．火事と安全な行動
２．地震と安全な行動

10 災害安全
３．さまざまな自然災害
４．災害が起こったら
５．日ごろのそなえ

災害安全
４．災害が起こったときのひなん①
５．災害が起こったときのひなん②
　　   ひなん訓練・防災訓練

災害安全

３．自然災害による被害
４．防災会議を開こう
５．さまざまな警報・情報
６．放射線と安全

11
生活安全 １．学校でのけが

２．授業中のけが
生活安全 １．学校の事故調べ

２．学校でのけがをなくすために 交通安全

１．交通事故「０」を目指して
２．道路標識の役割と意味
３．ふみきり事故をなくすために
４．夜間や雨の日の歩行資料：けがの手当

12 生活安全 ３．給食やそうじのときのけが
４．道路はきけんがいっぱい 生活安全 ３．安全のために知っておこう

４．遊びや家の中での危険 交通安全 ５．自転車での通行の仕方
６．自転車の危険な乗車

１ 交通安全 １．道路の標識と標示
２．交通事故の原因 交通安全 １．歩行中の交通事故の防止

２．正しい道路横断 交通安全 ７．自転車利用のマナー
８．自転車の点検と整備

２ 交通安全 ５．自動車に気を付けて①
６．自動車に気を付けて② 交通安全 ３．ふみきりの横断

４．夜間の歩行 交通安全

９．自動車による交通事故を
　　防ぐために①
10．自動車による交通事故を
　　防ぐために②

３ 交通安全
７．乗り物を利用するとき
８．交通事故をふせぐための
　　しせつや取り組み

交通安全 ７．交通安全施設と交通規制
８．自動車の性質

＊年間指導計画例は，ダ
ウンロードができます。
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